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●本報告書の編集方針 ●将来の見通しに関する注意事項

発行年 ɿ݄2025年�݄

 202�年12݄期（202�年1݄1೔ʙ202�年12݄31೔）の実੷を主な報告
対৅としています。一部、当֘期間以લ、もしくは以後௚ۙの಺༰も含
まれています。原ଇとして、202�年12݄31೔時点のࣜג会社੨ࢁ財産
ネットϫークスとグループ各社（連݁子会社1�社）を対৅としています。

本統߹報告ॻのࡌه಺༰のうち、ྺ 的事実でないも࢙
のは、ࣜג会社੨ࢁ財産ネットϫークスのকདྷに関する
見通し及び計画に基ͮいたকདྷ༧ଌです。これらのক
དྷ༧ଌには、リスクや不֬定な要ૉなどの要Ҽが含まれ
ており、実ࡍの成果や業੷などは、ࡌهの༧ଌとはҟな
る可能性があります。
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100年後もあなたの
ベストパートナーでありたい

私たちは、「財産」と「未来」を守る総合財産コンサルティング会社です。

❶私たちは、財産の承継・運用・管理を通じてお客様の幸せに貢献していきます。
❷私たちは、共に働くメンバーの物心両面の幸せを目指しています。

❶私たちは、お客様の財産に関わる問題解決の手助けをすることで、
お客様に喜んでいただける企業に成長していきます。

❷私たちは、AZNグループで働くことを通じて、徳を積み、人間力の高い人に成長していきます。
❸私たちは、お客様をはじめ私たち自身も幸せな人生を送るために財・体・心のバランスを保ち、

それぞれを充実、拡大することを目指します。
❹私たちは、自分の役割を理解し、その役割を果たせるように
一人一人が知恵力・行動力・人間力を高め、常に粘り強さと

情熱を持って取り組んでいきます。

経営目的

基本的価値観
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⚫事業಺༰とサービス概要
事業಺༰

٬૚ސ

サービスϝχϡー

総߹財産コンサルティング
ʢ࢈ࡒのঝܧɾӡ༻ɾ؅ཧɺۀࣄঝܧʣ

⿟「ADVANTAGE CLUB」ɺ஍Ҭ૑ੜۀࣄɺւ֎ӡ༻ɺ*'A

⿟૬ଓରࡦɹ
⿟ෆಈ࢈༗ޮ׆༻
⿟޿େ஍׆༻ɹ
⿟ෆಈߪ࢈ೖɺച٫ ͳͲ

⿟ۀࣄঝܧ	ࢧऀܧޙԉʣ
⿟.�Aɹ
⿟సഇࢧۀԉɹ
⿟ࡒ຿վળɺ੒௕ઓུ ͳͲ

人資産Ոݸ
ʢ࢈ࢿฏ10ۉԯԁʣ 業Φーナーا

⚫事業ϙートϑΥリΦとച上ߴの推移 ˞2019年よΓαϒϦʔεऩӹ͸ෆಈ࢈औҾによるऩӹにɺその他ऩӹ͸࢈ࡒίϯαϧςΟϯάによるऩӹにؚΊ͓ͯΓ·͢ɻ

Our Profile 青山財産ネットワークスの全体像

成長の軌跡 事業内容

　当社グループは、個人資産家や企業オーナ
ーを対৅にした財産コンサルティング会社です。
1991年にધҪ総߹研ڀ所のグループ会社とし
てスタートし、当ॳは不動産事業を中心にల開。
200�年のリーϚンショックを契機に不動産స
売ビジネス中心の୹期的な利益構଄から、お

　事業の中֩である総߹財産コンサルティン
グは、お客様ファϛリー及び事業のӬ続化のた
め、࠷適な財産構成を実現するためのコンサ
ルティングサービスです。個人資産家（土地持
ち資産家、金融資産家）、及び企業オーナーを
対৅にした財産のঝ継・運用・管理、事業ঝ継
のコンサルティングをϫンストップで提ڙしてい
ます。
　当社グループでは、在੶する150名以上のࠃ
家資格保有者を中心とした専門家の視点と長
年ੵみ重Ͷてきたಠ自の分析手法で、お客様
にとって「全体࠷適」となる計画と実行をご支援
しております。

客様に対して長期的かつ「全体࠷適」な視点で
の財産コンサルティングの提ڙをメインにਾえ
て事業を拡大してまいりました。当社グループ
における収益は財産コンサルティングと不動産
取Ҿに大別されますが、利益の源ઘは財産コン
サルティングによる収益です。

　当社グループは、ファϛリーと事業のӬ続化
のための総߹財産コンサルティングを通じて、
お客様の幸せに貢献し、これからも「財産のこ
となら੨ࢁ財産ネットϫークス」とご支持いた
ͩける೔本一の総߹財産コンサルティングファ
ームへと持続的に成長してまいります。

OVS 1SopMe ʗ੨࢈ࡒࢁωοτϫʔΫεのશମ૾
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ʢӦۀརӹɿඦສԁʣʢച ɿ্ඦສԁʣ ίϯαϧςΟϯάによるऩӹ࢈ࡒ ˙ 
˙ ෆಈ࢈औҾによるऩӹ
˙ ෆಈ࢈సചによるऩӹ

 ˙ αϒϦʔεɺその他ऩӹ
⿟  Ӧۀརӹ

ୈҰ࣍தظ経営ܭը ୈೋ࣍தظ経営ܭը

2022 2023 2024

ୈ࣍ࡾதظ経営ܭը

人資産Ո向͚ݸ
財産コンサルティング
成長ظ

経営౷߹にΑる、
業Φーナー向͚事業ঝ継ا
コンサルティングྖҬの拡大

連ܞの拡大とテクϊロジー෢૷にΑる
৽たなステージへ総߹財産コンサルティング会社としͯ の成長ظ
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⚫100年財産コンサルティング

⚫青山財産ネットワークスの強み

1 ઐ໳Ոूஂの஌ݟͱςΫϊϩδʔԽ

͓٬༷ͱの௕ظతͳ関܎Λங͖ɺ
౰ੈ୅͔Βੈ࣍୅Ҏ߱΁のίϯαϧςΟϯάによͬ ͯɺ
ऩӹΛ௕ظతに্͢ܭるϏδωεϞσϧ

3 の૯߹తͳίϯαϧςΟϯάαʔϏε「ۀࣄ」ͱ「࢈ࡒ」

� ্৔による৴པײͱಠཱܥによるதཱੑ

2 「5ͭのࢹ఺」による「શମ࠷ద」のఏҊͱ࣮ྗߦ

⚫ビジネスϞσル

当ੈ୅・ੈ࣍୅・࣍ʑੈ୅·での長ظ的なサϙートにΑるʮ100年財産コンサルティングʯ

総߹財産コンサルティング ܧঝۀࣄɾӡ༻ɾ؅ཧɺܧのঝ࢈ࡒ

૬ஊ・現状෼ੳ 実行・ݟ௚しプランχング・ఏҊ

「A3TγεςϜ」による՝୊の෼ੳɺରࡦのબ୒ࢶのఏࣔɺσʔλの஝ੵ

ώアリングと
資ྉのऩू 現状

෼ੳ
՝୊の
ந出 実行 ݕ ௚しݟূ・

ఏҊ
⿟࢈ࡒのঝܧɾӡ༻ɾ؅ཧɺ

ɹۀࣄঝܧのίϯαϧςΟϯά
⿟ίϯαϧςΟϯά঎඼ɾαʔϏε

୹ظϓϥϯ த௕ظϓϥϯ

間࣌

資
࢈
Ձ
஋
ʗ
ࣄ
ۀ
ن
໛ 財産のঝ継・ӡ用・管理、事業ঝ継

現経営ऀ
現͝当ओ

୅経営ऀੈ࣍
୅͝当ओੈ࣍

ʑੈ୅経営ऀ࣍
ʑੈ୅͝当ओ࣍

OVS 1SopMe ʗ੨࢈ࡒࢁωοτϫʔΫεのશମ૾

市場環境と強み
　2015年1݄に૬続੫法が改正され、૬続੫
の基ૅ߇আがॖ減、࠷高੫率は55%へҾき上
͛られました。これにより課੫対৅者数がٸ増
し、課੫対৅のׂ߹が大෯に増加いたしました。
その݁果、当社グループのお客様となる個人
資産家からのご૬ஊが増えております。
　事業ঝ継についても、少子高ྸ化によってຫ
性的な後継者不଍が続いております。2020年

には全ࠃの社長のฏۉ年ྸが60歳を௒えると
ともに、後継者不在率は50％લ後で推Ҡしてお
ります。
　財産のঝ継・運用・管理、事業のঝ継に対す
るお客様のニーズはさらに拡大していくと見ࠐ
んでおります。当社グループの強みを活かし、こ
うした課題解決に継続的に取り組Ήことで、ক
དྷにわたりお客様に伴૸し続けてまいります。

ビジネスモデルと100年財産コンサルティング

　当社グループのビジネスモデルは、お客様
の幸せに貢献することで৴པ関܎を構築し、長
期的な関܎のもとで継続的な財産コンサルティ
ングの収益を得るモデルです。
　コンサルティングのྲྀれは、お客様へのώア
リングや資料収ूをもとに、ಠ自の分析πール

ティングを提ڙしております。
　財産・事業のコンサルティングにおいて、当
社グループでは当世代ͩけでなく、࣍世代、
々世代にわたって財産を守っていく「100年࣍
財産コンサルティング」を͛ܝています。「全体
を܎適」の視点のもと、お客様と長期的な関࠷

築き、ԁ׈なঝ継や運用方法を提案することで、
財産のঝ継・運用・管理、事業ঝ継に関する課
題の解決に継続的に取り組みます。それにより
お客様の資産規模がҡ持・拡大され、ファϛリ
ーや事業がӬ続化することで、当社グループが
҆定的に収益を得る基盤となります。

や専門家による現状分析、課題の抽出、プラン
ニング・提案、実行、検 ・ূ見௚しというサイク
ルを܁りฦすことで、お客様を長期的にサポー
トしてまいります。当社グループಠ自の「A3T

（アート）システム」を活用することで、現状分析
からプランニング、提案まで࣭の高いコンサル
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⚫青山財産ネットワークスに͓͚るՁ஋創造プロηス

社会課題 ビジネスモデル 価値創造

財産に関する不安 社会青山財産ネットワークス
に関͢る࢈ࡒ

ෆ͕҆ࣾձ՝୊ͱ͠ ͯ
ଟ ଘ͘͢ࡏる

ʦ࢈ࡒʢۀࣄɾϑΝϛϦʔʣʧͱʦࣾձʧ͕ ͏߹͑ࢧ

ෆ҆

૬ଓ࢈ࡒΛ
୭に౉そ͏ ʜʜ

૬ଓ੫のೲ੫͕
Ͱ͖ͳ͍ʜʜ

ສ͕Ұの
උ͕͑Ͱ͖ͯ
͍ͳ͍ʜʜ

কདྷのੜ׆
ෆ҆ʜʜ͕ۚࢿ

͕ऀܧޙ
͍ͳ͍ʜʜ

Ұ଒͕෼ࢄ
ͯ͠ ·ͬ͠ ͯ

͍るʜʜ
஍ํの

Ձ஋͕Լ͕ͬͯ࢈ࢿ
͖͍ͯるʜʜ

総߹財産
コンサルティング

ঝ継

事業ج൫

サステナビリティ経営

ӡ用 管理

͔֬ͳ঎඼ɾαʔϏε ͔֬ͳ૊৫ਓؒྗの͍ߴίϯαϧλϯτ

D9ਪਐ

ਓڧࡐԽɾঁ ੑの׆༂ਪਐ

ࣾձݙߩ ΨόφϯεڧԽ TC'Dਪਐ

Ӧཧ೦ਁಁܦ

ಇ͖ํվֵ

財産の充実にΑる
社会の持続的な成長

お客様
ʦ࢈ࡒʧͱʦۀࣄɾϑΝϛϦʔʧ͕ ͏߹͑ࢧ

ݱ੒の࣮ߏ࢈ࡒదͳ࠷
ίϯαϧςΟϯάのର৅ͱͳる

の֦େ࢈ࡒ

財・体・心の充実にΑり
͓٬様のͤ޾を実現

⿟ܦӦ໨తの࣮ݱ  ⿟৽ͨͳۀࣄの૑出ͱ࣋ଓతͳ੒௕  ⿟ਓࡐの૑出
⿟ࣾһの෺৺྆໘のͤ޾の֦ॆ  ⿟ࣾձత৴པ

ア΢トΧϜ  

୅の変化にΑり多様化する財産に関する೰み΍不҆࣌

༏ྑなا業がଘ続する͜ とで
༏ྑなサービスがଘ続する

業が持続的にൃలする͜ا とで
用がकΒΕるޏ

業΍ϑΝϛリーがൟӫする͜ا とで
஍Ҭが活ੑ化する

社会資本である財産が
༗ޮにػೳする

૬続੫の
ೲ੫資ۚの֬อ

ԁ׈な
財産ঝ継

財産のӡ用と
อશ

ԁ׈な
経営ঝ継

·͞ ͔への
උ͑

当社グループでは、「お客様ファϛリーや事業がӬ続的に発లしていくため、
財産のঝ継・運用・管理のコンサルティングを通じて࠷適な財産構成を実現
すること」を໋࢖としています。社会にଘ在する財産に関わる問題解決を通
じ、財・体・心の充実により、お客様の幸せに貢献でき、社会的な財産の充
実が社会の持続的な成長につながると考えます。

社会課題につながる資産家・企業
オーナーの財産に関する不҆に対
し、当社グループの総߹財産コン
サルティングとして「全体࠷適」の
ソリューションをご提ڙいたします。

時代の変化により変わるお客様
の財産に関する不҆や社会課題
に対し、専門家ू団として新たな
ソリューションをご提ڙし、お客様
のさらなる発లに貢献いたします。

Our Value Creation Story 価値創造ストーリー

OVS VBMVe CSeBtJoO StoSZ ʗՁ஋૑଄ετʔϦʔ 6



青山財産ネットワークスは、1991年に船井総合研究
所のグループ会社として、事業をスタートしました。
不動産ソリューションを提供する財産コンサルティ
ング会社として事業を展開。「個人資産家」と「企業
オーナー」に対して、財産に関する総合的なソリュー
ションを提供するコンサルティング会社として、国内
外で事業を拡大し、2021年、創立から30周年を迎え
ました。「私たちは、財産の承継・運用・管理を通じ
てお客様の幸せに貢献していきます。」という経営目
的のもと、お客様、ひいては社会の「財産」を守り、未
来につなげていくため、長期ビジョンを実現できるよ
うにこれからも一層の飛躍を遂げていきます。

多くのお客様から
「財産のことなら

青山財産ネットワークス」と
ご支持いただける
日本一の総合財産

コンサルティングファーム

Our Vision 長期ビジョン

OVS VJTJoO ʗ௕ظϏδϣϯ 7



OVS StSBteHZ ʗதܦظӦܭը

˞ 202� 年຤時点

Our Strategy 中期経営計画

2027年のビジョン 計画と指標
　当社は、財産に関する೰みや問題が多様化・ෳࡶ化する現代
の事業環境において、෋༟૚のお客様に対して࣭の高いサービ
スを提ڙし、持続的な成長を実現するために、新たな中期経営
計画を策定しました。2025年からの3年間を通じて、全てのステ
ークホルダーの皆様と共有するビジョンの実現に取り組み、202�
年຤には「෋༟૚ビジネスのୈ一人者」として認められるଘ在と
なることを目指します。
　「෋༟૚ビジネスのୈ一人者」とは、৴པを得た上で高品࣭な

　中期ビジョンのୡ成に向けて、主要な定量目標として、࣍にڍ
͛る指標を設定しました。まͣ、年ฏ10ۉ％の営業利益成長を目
指します。3OEは20％௒の水४の継続をਤります。ސ客数及び
ADVANTAGE CLUB組成ֹについても年10％の増加を,1*とし、
成長の基盤強化を進めます。ג主還元、人材・ガバナンスに関し
ては以Լの通りです。
　なお、DX・A*導入やチェスターグループとの連携による効果を
౿まえ、2026年2݄に目標の再評価と開示を行う༧定です。

サービスを継続的に提ڙし、お客様から長期にわたる૬ஊઌと
して選͹れるଘ在です。そのためには、෋༟૚のお客様をご঺
介いたͩける方々や業務を支援いたͩくパートナーとの৴པ関
の強化、社員が҆心して働ける環境の整備と物心྆໘にわた܎
る成長支援、さらに財産に関する課題解決を通じた地域社会へ
の貢献が不可欠です。また、当社の理念に共ײし応援いたͩけ
るג主・投資家の皆様には、企業価値の持続的な向上と継続的
な配当やג価の成長による֬かな還元を実現します。

ʮ෋༟૚ビジネスのୈҰ人ऀʯ
͓٬様

パートナー

ओ・投資Ոג
͓٬様

஍Ҭ社会

社員

ステークϗルダー と͝の
ビジϣンの実現

コンサルλント

⚫問題解決への貢献、
共に発లできる関܎性の構築

⚫継続的な関܎性の構築、
サービス向上の実現 ⚫継続的な増配

⚫企業成長に伴う
価の成長ג

⚫問題解決への貢献

⚫長きにわたり૬ஊできる
ଘ在となること

⚫社会の持続的な成長・
発లに貢献

⚫様々な社会貢献活動への
取り組み、地域社会への貢献

⚫個々の事情が
受け入れられる職場環境

⚫物心྆໘に
おける充実

財຿໨ඪ

ຖ年10ˋの成長営業利益

事業໨ඪ

ຖ年10ˋの૿Ճސ客数

ݩओؐג

50ˋਫ४配当性向

人材・ガバナンス

330人˞コンサルタント数

25ˋҎ上˞女性管理職比率

3OE 20ˋ௒のҡ持

ADVANTAGE CLUB組成ֹ ຖ年10ˋの૿Ճ

ྦྷ進配当 DOE10ˋਫ४

女性比率 35%Ҏ上˞

社外取締役 4໊Ҏ上

としͯ ೝΊΒΕ͍ͯるଘࡏになる͜ と

඼࣭の͍ߴ
サービス

長ظ的な
৴པ関܎

౔஍持ͪ資産Ո

ۚ༥資産Ո

業Φーナーا
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OVS StSBteHZ ʗதܦظӦܭը

7つの戦略の柱 ❶パートナー戦略
　当社は、202�年に向けたビジョンをୡ成するために、֬ 実か
つ実効性のある経営戦略を策定しました。経営戦略において定
めた「�つの戦略のப」を中心に、事業の成長と進化をਤっていき
ます。これら戦略のபは、各ྖ域における強化と革新の実現を目
指し、持続的なڝ૪༏位の֬立を目的としています。
　これらの戦略を一体となって推進することで、202�年のビジョ
ン実現を֬実なものとし、企業としての成長と社会貢献を྆立さ
せていきます。

　৴པと成果は、パートナーやお客様の期଴を௒える提案によっ
て生まれると考えています。今後も関܎性のਂ化に加え、෋༟૚
との઀点を有する新規パートナーの開୓にも஫力していきます。
さらに、੫理士法人、弁護士事務所、不動産会社などの専門パー
トナーとの協業を通じ、ෳࡶ化するニーズに応えます。
　202�年຤にはチェスターグループと経営統߹ならびに業務提
携を行いました。生લ対策から૬続、૬続後支援まで、一؏した
サービスを提ڙする体制を構築しました。

　৴པ関܎を基盤としたパートナーとの連携を通じて、ご঺介
いたͩく෋༟૚のお客様の多様でෳࡶな೰みや問題の解決に
貢献し、パートナー及び当社૒方の持続的成長を目指します。
　また、当社の業務を支える協力パートナーとの間にも、継続
的かつ建設的な関܎性を構築し、高品࣭なサービス提ڙ体制の
強化に౒めていきます。現在、঺介パートナーとしては全62ࠃの
金融機関及び93の会計事務所と提携しており、そのネットϫー
クはண実に拡大しています。

青山財産
ネットワークス

グループ

A;N

ۚ༥ػ関
த心

νΣελʔ

8EB
業த心࢜

BeGoSeྖҬ（ੜલコンサル） AGteSྖҬ（૬続後ϑΥロー）

ιーシング ఏҊ ໿ܖ 2ճ໨ʙ
ෳ਺ճ成໿

૬続แׅ
コンサル

૬続੫ਃࠂ
૬続ख続

૬続

不動産
ച٫౳ ఏҊ 成໿

୅ੈ࣍

෋༟૚の
͓٬様ߴ

඼
࣭
ͳ
α
ồ
Ϗ
ε
の
ఏ
ڙ

੫ཧ࢜๏ਓ
๏ਓ࢜੓ॻߦ
หࣄ࢜ޢ຿ॴ

ࣾձอݥ࿑຿࢜๏ਓ

ෆಈ࢈関࿈ձࣾ
ϑΝϯυɾ.�A

ϑΝΠφϯεఏڙձࣾ

ộ

経営ઓུの
7ͭの

ઓུのப

パートナーઓུ

サービスઓ （ུ事業ઓུ）

人材ઓུ

஌財ઓུ

マーケティングઓུ

サステナビリティઓུ

財຿ઓུ

1

2

3

4

5

6

7

当ੈ୅

連ܞ連ܞ連ܞ

強み 強み

強み

ڙ඼࣭サービスのఏߴ

඼࣭なߴ
サービスの

ఏڙ

඼࣭なߴ
サービスの

ఏڙ

඼࣭なߴ
サービスの

ఏڙ

業຿
連ܞ

業຿
連ܞ

経営
౷߹

શ93ࠃの会ܭ事຿ॴ

νェスλーグループ

৽規パートナー ৽規パートナー

શ62ࠃのۚ༥ػ関

コンサルティング

⚫パートナーઓུ

⚫νェスλーグループ౷߹にΑる૬׬ิޓ
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OVS StSBteHZ ʗதܦظӦܭը

❷サービス戦略(事業戦略)

❸人材戦略

　当社は、「総߹財産コンサルティング」と「戦略的個別サービス」
の྆ྠで事業をల開しています。これら2つのபを通じて、ސ客
数や案件組成数の҆定的な増加を実現し、全社的な成長をਤり
ます。「総߹財産コンサルティング」では、お客様の財産ঝ継・事
業ঝ継をԁ׈に実現するために、現状とજ在的課題をஸೡに分

　当社は、全ての人材を対৅に、「人材࠾用」「人材育成」「働きや
すい環境整備」のࡾ本பを中心とした人的資本の充実に取り組
みます。「人材࠾用」では、長期的にސ客やパートナーとの関܎を
構築できる経ݧ者やDX人材などの高度専門人材、ならびに多様
な人材のੵۃ的な࠾用を進めます。
　「人材育成」では、人間力向上を目的とした教育や、スキルの
分化に応じた教育制度の導入を進めます。「働きやすい環境整ࡉ
備」では、処۰制度の継続的見௚しや健康経営の推進、多様性を
ଚ重しながら社員一人ひとりが成長と充実を実ײできる環境の
整備を実行します。その上で、コンサルタント数を202�年຤まで
に330人へと拡大することを目指します。

客様へྑいものをおಧけするためݫ選した物件選定・運用を行
いつつ、७資産಺での運用をపఈすることで、৴པ関܎を࠷重
視する方針です。
　さらに、新規サービスとして、૬続支援や公益財団法人設立の
支援にも取り組み、多֯的な価値提ڙの実現に౒めます。

析し、解決すべき課題を整理・༏ઌॱ位付けした上で、࠷適なঝ
継プランを策定します。「戦略的個別サービス」においては、طଘ
の�つのサービスの成長に加え、時代の変化にଈした新たなサ
ービスの創出にも஫力していきます。中でも「ADVANTAGE 
CLUB」は、開࢝以དྷ高い評価をいたͩいています。今後も、お

　加えて、利他心を軸としたಙをੵΉことを通じて人間力を高
める教育を継続的に実施しつつ、重要な理念の浸透をਂめるべ
く、各部ॺでの対࿩の場の継続的な設置を通じて、さらなる理
解促進をਤっていきます。

྆ྠにΑる
成長

୅の変化に࣌
対Ԡした

サービスの
創出

サービスઓུ ࣌୅の変化に対Ԡしたサービスの創出

成 結Ռ・成Ռ、ͤ޾ޭ・
2024年຤の
コンサルλント਺

成 結Ռ・成Ռのํఔࣜ、ͤ޾ޭ・

˞A;Nグループ、ࣜג会社チェスター他3社含Ή

257人

2027年຤の
コンサルλント਺

330人 人間力 実力 ৘೤ ೪り強͞

৽し͍サービス

総߹財産
コンサルティング ઓུ的ݸผサービス

財産ঝ継

事業ঝ継
஍Ҭ創ੜ

*FA
	ۚ༥資産

ӡ用）

ϑΝϛリー
Φϑィス
サービス

STO事業

౔஍
༗ޮ活用

事業ঝ継
ϑΝンυ

8ͭの
ઓུ的ݸผ

サービス

8ͭの
ઓུ的ݸผ

サービス

ެ益財ஂ
事業

ೖߪ
コンサルティング

ADVANTAGE 
CLUB

2024 2025 2027

૬続
サービス
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OVS StSBteHZ ʗதܦظӦܭը

❹知財戦略

❺マーケティング戦略

❼財務戦略

❻サステナビリティ戦略

　コンサルタントが஝ੵしてきた高度なϊ΢ハ΢を、ແ形資産とし
て戦略的に整理・活用することを目指します。これらの資産をDX
やA*ٕज़によって体ܥ化し、コンサルタント一人ひとりのパフォー
Ϛンスを࠷大限にҾき出すとともに、業務全体の効率化を推進し
ていきます。さらに、コンサルタントとA*が共創する新たな働き方

　認஌度の向上を目的とした多֯的な施策をల開していきます。
ෳ数のメディアを活用し、同時期かつԣ断的に広報活動を実施
することで、当社の事業಺༰の理解促進、ならびに社名認஌の
拡大をਤります。2026年度以降は、ビジネスメディアの活用など、
多様なチャネルを通じた効果的な情報発৴に取り組みます。

　3OE20％௒の水४を持続的にҡ持するため、売上高当期利益
率の向上、資産効率の高い事業運営の継続、財務の健全性を֬
保しつつ資本効率の࠷大化を目指します。加えて、企業価値向上
の観点から、3OEや3O*Cといった資本収益性と比べ、աڈฏۉ
1E3におけるࢢ場からの評価はे分とはいえないと認識してお
り、1E3の改ળに向けた取り組みを強化していきます。

　中期経営計画期間におけるキャピタルアロケーションについ
ては、営業キャッシュフロー110ԯԁに対し、持続的な成長のた
めのੵۃ投資として、人的資本投資や.�A、DX・A*投資などに
30ԯԁ、DOE10％水४をҡ持した配当として�0ԯԁ、現༬金水
४のҡ持として�0ԯԁを計画しています。

の実現に向けて、2�時間365೔対応可能なA*エージェントを開発
し、特に経ݧのઙいコンサルタントの業務支援に活用していきま
す。そして、コンサルティング業務にとどまらͣ、社಺全体の業務
プロセスにもA*をੵۃ的に導入することで、生産性の大෯な向
上を目指します。

　社会課題の解決を通じて持続的な社会の実現をਤるとともに、
企業価値の向上を目指します。不動産特定共同事業法に基ͮく
地域創生事業を通じた地域の活性化への貢献や、気候変動への
対応、ペットとの共生社会の実現など、各छ社会貢献活動にも継
続的に取り組み、社会的੹೚を果たしていきます。

コンサルλントを͑ࢧる環ڥ੔උ コンサルλントとA*のڞ創にΑる৽し͍働きํのߏங

‎D9推進ࣨ
˞生成A*で作成したコンテンπです

コンサルティングにඞ要な৘ใ
（੫法౳の֤छルール΍事 ・ྫσーλ）を
D9・A*を活用しͯ Մ視化・σーλϕース化

コンサルティングϝιッυ΍業຿プロηスを
D9・A*を活用する͜ とでのඪ४化

上2ͭهの੔උが、
コンサルλントの育成に΋大き͘ ༩د

Λ2024年4݄にൃ଍
2025年Ҏ߱͸૿員し、͞ Βなる推進を行͏

⚫持続的な成長のためのੵۃ投資
　人的資本投資、.�A、DX・A*投資など

⿟࢛൒ۀظ੷の҆ఆԽ
⿟࢈ࡒίϯαϧςΟϯάച্の૿Ճ
⿟ෆಈݿࡏ࢈Λͨ࣋ͳ͍ํ਑のҡ࣋ɾܧଓ
⿟ඞཁݱ༬ۚਫ४ͱΩϟϐλϧΞϩέʔγϣϯの։ࣔ
⿟*3のॆ࣮
⿟ίʔϙϨʔτΨόφϯεのڧԽʢࣾ֎औక໾の૿Ճ౳ʣ

⿟࢈ࡒίϯαϧςΟϯάׂ߹の্޲
⿟ෆಈݿࡏ࢈Λͨ࣋ͳ͍ํ਑のܧଓによるޮ཰ੑҡ࣋

⚫コンサル業຿のޮ率化
⚫成໿スϐーυ向上
⚫業຿の ・࣭量྆໘の向上
⚫͓٬様のຬ଍౓向上
⚫Αり多 の͓͘٬様への
ɹサービスఏڙ

⚫配当性向50％水४
⚫ྦྷ進配当
⚫DOE10％水४

⚫運స資金の増加
⚫不動産取得資金の増加
⚫ADෑ金ฦ還資金の増加

「ADVANTAGE CLUB」の
෺݅に͓͚る

ੜΤωϧΪʔ࠶
100�Խのਪਐ

ʢީؾมಈ΁のରԠʣ

ެӹஂࡒ๏ਓの
্ཱͪ͛による
のརӹにڞެ

ಈのਪਐ׆る͢ࢿ
ʢࣾձ׆ݙߩಈʣ

ෆಈ࢈
ಛఆڞಉۀࣄ๏の
εΩʔϜΛ׆༻ͨ͠

஍Ҭ૑ੜۀࣄ
ʢ஍Ҭのੑ׆Խʣ

ϖοτ
ੜࣾձのڞ

ݱ࣮
ʢࣾձ׆ݙߩಈʣ

ϗーϜϖージの
リχϡーアル

νェスλーとの
౷߹ه念
ηϛナー

৽規ॻ੶の出൛
ͼٴ

出൛ه念ηϛナー

8EBϝσィアを
த心とした

ϝσィアプロϞート

3OE

1E3

ا
ۀ
Ձ
஋ớ
̥
̗
̧
Ờ

1E3վળのたΊの۩体的なࡦࢪ

3OE20ˋ௒ҡ持のたΊの۩体的なࡦࢪ

110ԯԁ
営業CF 40ԯԁ

30ԯԁ

40ԯԁ

഑当

投資

現༬ۚਫ४の
ҡ持

D9

σーλ
ઃܭ

プロηス
ઃܭ

育成

A*Τージェント青山 Μ͘
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Top Message 社長メッセージ

Top .eTTBHe ʗࣾ௕ϝοηʔδ

コンサルタント強化とパートナー戦略を軸に
「富裕層ビジネスの第一人者」として
認められる存在を目指す
経営者の高齢化、不動産価格の上昇などを背景に、
富裕層の方々の「財産」を取り巻く環境は大きく変化しつつあります。
その変化への対応を見据えた中期経営計画（2025～27年度）を策定いたしました。
パートナー戦略やサービス戦略、人材戦略など７つの戦略を軸に、未来を切り拓いていきます。

Masazumi Hasumi

代表取締役社長 

蓮見 正純

ʕୈ࣍ࡾதظ経営ܭը（2022ʙ24年౓）をৼりฦりͭͭ、事
業の現گに͍͓ͭͯ࿩し͘ ͍ͩ͞ɻ
ɹୈ࣍ࡾதܦظӦܭըͰ͸ɺ2022年౓͔Βの̏ 年ؒΛ֦େ੒௕
るͱɺ2021年౓の18ݟརӹϕʔεͰۀͱ位ஔ෇͚·ͨ͠ɻӦظ
ԯ5600ສԁ͔Β2024年౓の35ԯ600ສԁ΁ɺ1.9ഒ΁ͱ੒௕ ·͠
ͨ͠ɻॴظの໨తΛୡ੒Ͱ͖ͨのͰ͸ͳ͍͔ͱ͍ࢥ·͢ɻ౰ࣾの
໨2027͢ࢦ年のϏδϣϯɺ「෋༟૚ϏδωεのୈҰਓऀ」ͱ͠ ͯೝ
ΊΒΕるଘࡏにͳる΂ ɺ͘ண࣮にาΛਐΊる͜ͱ͕Ͱ ·͖͠ ͨɻ
ɹҰํͰɺ՝୊΋͖ͯ͑ݟ·͠ ͨɻ·ͣɺίϯαϧλϯτのਓ਺Ͱ
͢ɻ2021年౓͸183ਓɺ2024年౓͸226ਓͱɺલதܭの̏ 年ؒͰ
1.23ഒに૿΍͢͜ͱ͕Ͱ͖·͕ͨ͠ɺ1.5ഒͱ͍͏͓٬༷਺の૿

Ճに௥͍͍͍ͭͯ·ͤΜɻ͜ のؒɺίϯαϧςΟϯάऩӹ͸1.46
ഒに৳ͼ͍ͯ·͕͢ɺίϯαϧλϯτのਓ਺Λ͓٬༷਺の૿ՃΛ
্ճるϖʔεͰॆ଍Ͱ͖͍ͯΕ͹ɺגՁ΍ෆಈ࢈Ձ֨ͳͲの্
ঢΛ౿·͑るͱɺ΋ͬ ͱऩӹΛੵΈ্͛る͜ͱ͕Ͱ͖ͨ͸ͣͩͱ
ͯ͑ߟ ͍·͢ɻ
ɹ΋͏ ̍ͭ の՝୊͸ύʔτφʔͱの࿈ܞの Β͞ͳるڧԽͰ͢ɻۚ
༥ػ関Λ͸͡Ίͱ͢るύʔτφʔɺそのύʔτφʔのઌに͍る͓
٬༷ɺそͯ͠ ౰ࣾのl8JO�8JO�8JOzΛ࣮͢ݱる͜ͱ͕ɺ౰ࣾの࣋
ଓతͳ੒௕にͭͳ͕Γ·͢ɻ
ɹ2021年͔Β஍ํۜߦͱの࿈ܞΛڧԽ͠·͠ ͕ͨɺ౦ژ౎৺෦
のߴՁ஋ෆಈ࢈Λର৅ͱ͠ ͨෆಈ࢈খޱԽ঎඼「ADVANTAGE 
CLUB」͸ಛに޷ධΛ͍͍͓ͨͩͯΓɺҰఆの੒Ռ͕ݟΒΕͨ͜
ͱ͸͔֬Ͱ͢ɻ

第三次中期経営計画を振り返る
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ʕୈ࢛࣍தظ経営ܭըの概要に͍͓ͭͯฉきし·すɻ
ɹ「෋༟૚ϏδωεのୈҰਓऀ」ͱ͠ ͯೝΊΒΕるଘࡏͱͳる͜ͱɻ
͜ΕΛୈ࢛࣍தܦظӦܭըͰ͸2027年のϏδϣϯͱ͠ ·͛ܝͯ
ͨ͠ɻ͜ の2027年Ϗδϣϯ͸ɺ౰͕ࣾఆΊͨ5ͭのεςʔΫϗϧ
μʔ͝ͱのϏδϣϯの࣮ݱΛ௨ͯ͡ɺୡ੒Ͱ͖る΋のͱఆΊ͍ͯ
·͢ɻ5ͭのεςʔΫϗϧμʔͱ͸ɺ「͓٬༷」「ύʔτφʔ」「ࣾһ」

「஍Ҭࣾձ」「גओɾ౤ࢿՈ」Ͱ͢ɻ
ɹ「͓٬༷」Ͱ͕͢ɺޙࠓ͸ஂմੈ୅のܦӦऀのྸߴԽ͕ਐΉͱ
ͱ΋にɺ૬ଓ͕ຊ֨Խ͢るͱΈ͍ͯ·͢ɻऀܧޙෆࡏのۀا਺͸
Լམ޲܏Ͱ͸͋る΋ののɺґવͱ͠ に関͢る૬ஊのܧঝۀࣄͯ
தͰ͍ߴൺ཰Λ઎Ί·͢ɻ·ͨɺෆಈࢢ࢈৔Λݟるͱɺෆಈ࢈Ձ
֨の্ঢに൐͍૬ଓ՝੫ର৅ऀ͕૿͑るͱ͑ߟΒΕ·͢ɻ͓ ٬
༷΁のߴ඼࣭ͳαʔϏεのఏڙΛ௨ͯ͡ɺۀࣄঝܧ΍૬ଓにࡍ
ͯ͠ ͍ͭͰ΋૬ஊͯ͠ ͍͚ͨͩるɺ೔ৗతにཔΓにͳるଘࡏͱͳ
る͜ͱΛϏδϣϯͱ͠ ·͠ ͨɻ
ɹ࣍に「ύʔτφʔ」Ͱ͕͢ɺ౰ࣾに෋༟૚の͓٬༷Λ঺հͯ͠ ͘
ͩ͞るύʔτφʔͱɺ౰ࣾͱڞに͓٬༷のχʔζにԠ͑るιϦϡ
ʔγϣϯΛఏͯ͠ڙ ͘Εるύʔτφʔɺその૒ํͱの৴པ関ߏ܎
ஙΛϏδϣϯͱ͠ ·͠ ͨɻ྆ ύʔτφʔͱの৴པ関܎のڧԽ͕ɺ౰
ࣾの੒௕にͭͳ͕るͱ͑ߟ·͢ɻ
ɹ「ࣾһ」にରͯ͠ ͸ɺ「ڞにಇ ϝ͘ϯόʔの෺৺྆໘のͤ޾Λ໨
ͯ͠ࢦ ͍·͢」ͱ౰ࣾ͸એ͠ݴɺࢠҭͯ΍਌のհޢͱ͍ͬͨݸʑ
のࣄ৘ྀ͕͞ߟΕɺड͚ೖΕΒΕるよ͏ ͳ৬৔ͮڥ؀ Γ͘ΛਐΊ
͍ͯ·͢ɻಉ࣌にɺใु໘ΛؚΊͯ҆৺ͯ͠ ಇ͘͜ ͱ͕Ͱ͖ɺ΍Γ
͕͍΍੒௕Λ࣮ײͰ͖るよ͏ ͳۀاにͯ͠ ͍͘औΓ૊ΈΛɺ͞ Β
にਪਐͯ͠ ͍ ·͖͢ɻ

ɹ「஍Ҭࣾձ」͸͋ΒΏるϏδωε׆ಈのج൫Ͱ͋Γɺ౰ࣾٴͼ
͓٬༷΋·ͨ஍Ҭࣾձにґͯ͠ڌ ͍·͢ɻඍྗͰ͸͋Γ·͕͢ɺ
ಈΛগͣ͠׆ݙߩ͸ࣾձ΁のͪͨࢲ Խͯ͠ڧͭ ͖·ͨ͠ɻϖοτ
๏ਓ ώϡʔϚχஂࡒಈΛల։͢る「ެӹ׆͚ͨ޲ॲ෼θϩにࡴ
ϯஂࡒ」ɺࠃ಺のࢠͲ΋のශࠔରࡦͱ͠ ͯ৯඼഑෍΍༨৒৯඼ࢧ
ԉΛߦ 「͏ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓ άουωʔόʔζɾδϟύϯ」ɺࢠ
Ͳ΋͔Βऀྸߴ·Ͱ͋ΒΏるਓにੜԋ૗Λಧ͚る「Ұൠஂࡒ๏ਓ 
100ສਓのΫϥγοΫϥΠϒ」の׆ಈΛࢧԉͯ͠ ͍·͢ɻ͜ ΕΒの
औΓ૊ΈΛ৽ͨͳதܭに͓͍ͯ΋ɺܧଓͯ͠ ͍ ·͖͢ɻ
ɹそͯ͠ ɺ「גओɾ౤ࢿՈ」にରͯ͠ ͸ɺ഑౰΍גՁͳͲの໘Ͱظ
଴にԠ͑ΒΕるよ͏ ɺ࣋ଓతͳ੒௕Λ࣮͍ͨ͠ݱͱͯ͑ߟ ͍·͢ɻ

ʕ࣍に、ビジϣンୡ成に向͚たઓུを͓ฉ͔ͤͩ͘ ͍͞ɻ
ɹୈ̍ ͸ύʔτφʔઓུͰ͢ɻ·ͣ͸౰ࣾͱ͓٬༷のؒに位ஔ͢
るύʔτφʔに͍͓ͭͯ࿩͠͠ ·͢ɻࡏݱશ62ࠃのۚ༥ػ関ɺ93
のձࣄܭ຿ॴ͕౰ࣾのύʔτφʔͰɺその਺͸ண࣮に૿͍͑ͯ

·͢ɻύʔτφʔͱ͓٬༷のظ଴Λ্ճるఏҊ͕Ͱ͖Ε͹ɺ݁ Ռ
͸ࣗͣͱ͍ͭͯ る͘ͱ͓ͯ͑ߟΓɺޙࠓ͸৴པ関܎Λ Β͞にڧԽ
͢るͱͱ΋にɺ෋༟૚ͱの઀఺Λͭ࣋৽نύʔτφʔͱの関ߏ܎
ஙの֦େΛ໨ࢦ ·͢͠ɻ
ɹҰํɺ౰ࣾのαʔϏεΛ͑ࢧるύʔτφʔに͸੫ཧ࢜๏ਓ΍
๏ਓɺࣾ࢜ޢ๏ਓɺห࢜੓ॻߦ ձอݥ࿑຿࢜๏ਓͳͲのۀ࢜ɺ
ෆಈ࢈ձࣾ΍ϑΝϯυɺ.＆A関࿈のαʔϏεऀۀࣄͳͲ͕͋Γ
·͢ɻ͓ ٬༷のෳࡶԽ͢る໰୊にରԠ͠ߴɺ ඼࣭ͳαʔϏεΛఏ
るͨΊに͸ɺ͜͢ڙ ͏͠ ͨΤΩεύʔτͱの࿈ܞ΋ෆՄܽͰɺそ
の関ੑ܎の Β͞ͳるڧԽに΋औΓ૊ΜͰ͍ ·͖͢ɻ
ɹ੨࢈ࡒࢁωοτϫʔΫε͸2024年຤にɺ「૬ଓ」にڧΈΛͭ࣋
νΣελʔάϧʔϓͱۀ຿ఏܞͳΒͼにܦӦ౷߹͍ͨ͠·ͨ͠ɻ
ಉࣾ͸ɺ౰ࣾͱ͓٬༷のؒに位ஔ͢るύʔτφʔͰ͋るͱಉ࣌にɺ
૬ଓに関͢る͍ߴઐ໳ੑΛ༗͢るύʔτφʔͰ΋͋Γ·͢ɻ͜ の
౷߹によΓɺ「૬ଓલʢੜલରࡦʣɣ ૬ଓൃੜ࣌ˠ૬ଓޙの࢈ࢿ
ӡ༻」ͱ͍͏Ұ࿈のϓϩηεΛɺϫϯνʔϜͰτʔλϧにࢧԉͰ͖
るۀք།Ұのମ੍͕੔͍·͠ ͨɻޙࠓ͸ɺ྆ ࣾのϊ΢ϋ΢ͱωο
τϫʔΫΛ༥߹ͤ͞ɺ٬ސՁ஋Λ࠷େԽ͢るγφδʔ૑出に஫ྗ

ίϯαϧςΟϯάച࢈ࡒ ʢ্単位ɿඦສԁʣ ٬਺ʢ単位ɿ໊ސ ʣ顧客数、財産コンサルティング売上推移

Top .eTTBHe ʗࣾ௕ϝοηʔδ

信頼関係の強化を軸としたパートナー戦略
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ステークホルダーごとのビジョンとその実現

ɹ「͓٬༷に঺հ͍ͨ͠」ͱの੠΋ଟ਺͍͍͍ͨͩͯ·͢ɻその
੠にԠ͑るͨΊに΋ɺύʔτφʔͱの৴པ関܎にͮج ࿈͘ܞのڧ
ԽにɺҰ૚஫ྗͯ͠ ͍ ඞ͘ཁ͕͋るͱͯ͑ߟ ͍·͢ɻ

13



͍ͨ͠ͱͯ͑ߟ ͍·͢ɻ

ɹୈ2にαʔϏεઓ ʢུۀࣄઓུʣͰ͢ɻ͕ͪͨࢲఏ͢ڙる「૯߹
ίϯαϧςΟϯά」͸ɺ͓࢈ࡒ ٬༷の࢈ࡒঝܧɾۀࣄঝܧΛԁ׈
に࣮͢ݱる͜ͱΛ໨తͱ͠ ͍ͯ·͢ɻࡏݱのঢ়گ΍જࡏతͳ՝୊
Λஸೡに෼ੳ͠ɺղܾ͢΂͖՝୊Λ੔ཧɾ༏ઌ෇্͚ͨ͠Ͱɺ࠷
దͳঝܧϓϥϯΛࡦఆ ·͢͠ɻࠓࡢɺঝܧにର͢るχʔζ͸ଟ༷
Խͯ͠ ͍·͕͢ɺ͠ ͔ͬΓͱ͓٬༷のظ଴にԠ͍͖͍͑ͯͨͱߟ
͑ͯ ͍·͢ɻ

ʕઓུ的ݸผサービスの1ͭであるʮADVANTAGE CLUBʯ͸
大き͘ 成長し·したɻ
ɹ「ADVANTAGE CLUB」͸ߴɺ Ձ஋ෆಈ࢈Λ౰͕ࣾऔಘ͠ɺそ
ΕΛখޱԽͯ͠ ͓٬༷にൢച͠ҰఆのརճΓΛఏ͢ڙるͱ͍͏α
ʔϏεͰɺۀࣄ։࢝Ҏ߱ɺඇৗに޷ௐͰ͢ɻ͠ ͔͠ɺෆಈ࢈Ձ֨
の্ঢΛड͚ͯɺे ෼ͳརճΓの֬อ͸؆単Ͱ͸͋Γ·ͤΜɻ౰
ࣾのૈརΛए࡟ׯΓɺその෼Λ͓٬༷にؐ͢ݩるͱ͍͏έʔε΋
͋Γ·͢ɻෆಈ࢈औಘۚࢿΛ७࢈ࢿのൣғ಺にऩΊるͱ͍͏ϧʔ
ϧΛͭ࣋͠ݎ ͭɺ໨ઌのརӹよΓ΋ɺ͓ ٬༷ͱの௕ظతͳ৴པ関
ͯ͠ࢹΛॏ܎ ͍͘ํ ਑Ͱ͢ɻ
ɹ Β͞にɺ「ߪೖίϯαϧςΟϯά」΍「౔஍༗ޮ׆༻ίϯαϧςΟ
ϯά」「ۚ༥࢈ࢿӡ༻ίϯαϧςΟϯά」ͳͲの8ͭのݸผαʔϏ
εにଓ͘ɺ࣌୅に߹ͬͨ৽نαʔϏεの૑出に΋औΓ૊ΜͰ͓Γɺ
νΣελʔάϧʔϓͱのܦӦ౷߹によるγφδʔΛ͔ͨ͠׆૬ଓ
関࿈のαʔϏε΍ɺެ ӹஂࡒ๏ਓのઃཱΛࢧԉ͢るαʔϏεͳ
ͲΛ৽ͨに࢝Ί͍ͯ·͢ɻ

ɹୈ3にਓࡐઓུͰ͢ɻ࿑ಇྗਓޱのݮগΛ౿·͑Ε͹ɺୈ࢛࣍

Top .eTTBHe ʗࣾ௕ϝοηʔδ

質と量ともにコンサルタントの充実を進める

DX・AIを核に、人材・知財・ブランド強化で進める
パートナー戦略の深化

お客様の期待に応えていくサービス戦略

富裕層ビジネスの
第一人者として
認められる存在に

なること

世の中にある財産に関する෋༟૚のお客様
の問題を中立的な立場で解決し、お客様や
パートナーと共に成長していく当社の考え
方に理解、共ײ、応援いたͩけている。そし
て、継続的な増配や企業成長に伴うג価の
成長で報いている。

෋༟૚のお客様に品࣭の高いサービスを
おಧけし、長きにわたりご૬ஊいたͩける
ଘ在となることで、より多くの෋༟૚のお客
様の問題解決に貢献できている。お客様は
೰みが解ফされ、多くのお客様からご支持
いたͩけている。

個々の事情が受け入れられる職場環境で社
員が҆心して働くことができていることに加
え、物心྆໘における充実（やりがい、成長、
利他心、人間力、ܙまれた報酬等）がਤられ
ている。

1�෋༟૚のお客様をご঺介いたͩける方々の
ニーズをよく理解し、問題解決に貢献できて
いる。さらに、৴པ関܎が構築できていて、共
に発లできる関܎性を築けている。
たちの仕事を手఻っていたͩいているࢲ�2
方々とは継続的に支援いたͩけるような関
性を構築できており、サービス向上につ܎
ながっている。

財産に関わる問題解決を通じて社会の持続
的な成長・発లに貢献できており、さらに、
地域社会の発లや自然環境、全ての生きと
し生けるものの໋の保全、人材育成などの
社会貢献活動に取り組んでいる。さらに、公
益財団法人の立ち上͛により、地域社会に
も貢献している。

株主・投資家お客様 社員

パートナー 地域社会

実現すべきステークホルダーごとの3年後のビジョン（中期ビジョン）

தܦظӦܭըͰ͸ Β͞ͳる౒ྗ͕ඞཁͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻνΣελ
ʔάϧʔϓͱのܦӦ౷߹によΓɺ2024年౓に͸ίϯαϧλϯτ31
໊͕ՃわΓɺτʔλϧͰ257໊ͱͳΓ·͠ ͨɻࣾ ಺に͸ίϯαϧλ
ϯτ৬΁のγϑτΛر๬͢るࣾһ΋͍·͢ɻ͜ ͏͠ ͨਓࡐのҭ੒
に஫ྗ͢るͱͱ΋にɺ͜ Ε·ͰのࡦࢪΛ Β͞にҰา΋ೋา΋લਐ
ͤͯ͞ɺ2027年౓に͸ίϯαϧλϯτ330໊ମ੍Λ໨ࢦ ·͢͠ɻ
ɹ౰͕ࣾίϯαϧλϯτにٻΊるの͸஌ྗܙɺߦಈྗɺਓؒྗͰ
͢ɻಛにɺ୭͔のͨΊにಇ͘͜ ͱにتͼΛݟ出͢ར他の৺ɺ໿ଋ
΍ࣗ෼のݴ༿に੹೚Λͭ࣋ͱ͍ͬͨਓؒྗ͸ඞਢの࣭ࢿͰ͢ɻ
਎͕೔ʑਓؒྗΛຏࣗࢲ よ͘͏ ৺ֻ͚るͱͱ΋にɺ͜ の͜ͱΛࣾ
಺Ͱ΋܁Γฦ͠ൃ৴͠ɺਓؒྗに༏Εͨίϯαϧλϯτのҭ੒に

औΓ૊ΜͰ͍ ·͖͢ɻ
ɹಉ࣌にɺ౰ࣾͰಇࣾ͘һݸʑਓ͕ɺಇ͖΍͍͢৬৔ڥ؀の੔
උ΋ۃΊͯॏཁͳςʔϚͱ位ஔ෇͚ɺ੍ ౓のܧଓతͳݟ௚͠ɺ݈
Λਪਐͯ͠ݱӦの࣮ܦ߁ ͍ ·͖͢ɻ

ʕ஌財ઓུ、マーケティングઓུ、サステナビリティઓུ、財຿
ઓུに͍ͭͯ΋͝આ໌ͩ͘ ͍͞ɻ
ɹୈ4の஌ࡒઓུͰ͸D9ʢσδλϧτϥϯεϑΥʔϝʔγϣϯʣの
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ਪਐɺA*ʢਓ޻஌ೳʣの׆༻͕ॏཁͳϙΠϯτͰ͢ɻ2024年4݄に
͸ɺそのΤϯδϯ໾Λ୲͏D9ਪਐࣨΛઃஔ ·͠͠ ͨɻA*ΤʔδΣ
ϯτの։ൃによΓɺίϯαϧλϯτۀ຿Λେ͖͘ ม͑ͯ ͍ ·͖͢ɻ
ɹA*ɺಛにੜ੒A*のൃలに͸ɺ໨֮·͠ ͍΋の͕͋Γ·͢ɻෳ਺
のλεΫΛࣗ཯తに࣮͢ߦるA*ΤʔδΣϯτ͸ɺূݕࡏݱஈ֊に
ೖ͍ͬͯ·͢ɻ౰ࣾͰ͸ɺ2027年にಠࣗA*ΤʔδΣϯτのϓϩτλ
ΠϓΛ։ൃ͠ɺ2028年に͸࣮ફϑΣʔζにҠ͢ߦる༧ఆͰ͢ɻ
ɹ౰͕ࣾ։ൃ͢るA*ΤʔδΣϯτ͸ɺ͜ Ε·Ͱ஝ੵͯ͠ ͖ͨίϯ
αϧλϯτの஌ݟΛσʔλͱ͠ ͯऔΓࠐΜ্ͩͰɺࡁܦ৘੎ͳͲ
に関͢る֎෦σʔλͱ૊Έ߹わͤͯɺఏҊのΞΠσΞ΍ϓϥϯΛ
ίϯαϧλϯτにఏࣔ ·͢͠ɻίϯαϧλϯτ͸そΕΛߟࢀに͠ͳ
͕Β͓٬༷に߹ͬͨఏҊΛߦ よ͏͏ にͳΓ·͢ɻྫ ͑͹ɺ৽ਓίϯ
αϧλϯτ͕ॳΊ͓ͯ٬༷Λ๚໰͢るͱ͖ɺͲΜͳ࣭໰Λ౤͔͛
͚ɺͲのよ͏ ͳఏҊॻΛ༻ҙͯ͠ ͓ ΂͖͔͘の૬ஊにԠ Β͡Εる
の͸ɺ͜ Ε·Ͱ͸ઌഐίϯαϧλϯτ͚ͩͰͨ͠ɻޙࠓ͸A*Τʔ

δΣϯτの׆༻によΓɺίϯαϧλϯτの੒௕΍ੜੑ࢈Λେ͖͘ ޲
্ͤ͞ΒΕるͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻίϯαϧςΟϯά͚ͩͰͳ͘ɺA*Τ
ʔδΣϯτ͸ؒ઀෦໳のۀ຿に΋ΠϯύΫτΛ΋ͨΒ ·͢͠ɻୈ࢛
໛Ͱن͸෦໳Λ໰わͣɺશࣾͪͨࢲըの̏年ؒɺܭӦܦظத࣍
A*׆༻ͱD9にऔΓ૊ΜͰ·͍Γ·͢ɻ
ɹୈ5のϚʔέςΟϯάઓུͰ͸ɺϒϥϯυྗの্͕޲ςʔϚͰ
͢ɻ཰௚に͍͑͹ɺै དྷ͸ೝ஌౓Ξοϓにର͢るҙ͕ࣝ΍΍ബ͔
͔ͬͨ΋͠ Ε·ͤΜɻ͠ ͔͠ɺજࡏ૚ΛؚΉ͓٬༷΍কདྷೖࣾ͢
る͔΋͠Εͳ͍ਓͨͪにɺ౰ࣾάϧʔϓΛ஌͍ͬͯͨͩ͘͜ ͱ͸
੒௕のͨΊに͸ඇৗにॏཁͰ͢ɻϗʔϜϖʔδの֦ॆ΍֤छϝ
σΟΞͰのϓϩϞʔγϣϯɺॻ੶出൛ɺηϛφʔͱ͍ͬͨϚʔές
ΟϯάࡦࢪΛڧԽ͢るํ਑Ͱ͢ɻ
ɹୈ6のαεςφϏϦςΟઓུͰ͸ɺ஍Ҭࣾձ΁のݙߩΛॏ͠ࢹ
͍ͯ·͢ɻෆಈ࢈ಛఆڞಉۀࣄ๏にͮ͘ج஍Ҭ૑ੜۀࣄͰ͸ɺ
ԽΛαϙʔτ͠ੑ׆஍Ҭのͨ͠༺׆஍Λٳମ༡࣏ࣗ ·͢ɻ͢ Ͱに
ੴ઒ݝখদࢢɺ෱ҪݝರլࢢͰ࣮੷͕͋Γɺ஍ݩのօ͞Μ͔Β
͹Ε͍ͯ·͢ɻت
ɹ7൪໨͕ࡒ຿ઓུͰ͢ɻେ͖ͳํ਑͸ࣗࢿݾຊརӹ཰ʢ3OEʣ
の20ˋ௒のҡ࣋Ͱ͢ɻ2022年౓͔Β2024年౓·Ͱの3年ؒ͸22
ˋҎ্Λҡͯ࣋͠ ·͖͠ ͕ͨɺޙࠓ΋ࡒ຿ن཯にۀࣄͮ͘جӡӦ
によΓɺ20ˋΛ௒͑るਫ४Λܧଓ͢る͜ͱ͕Ͱ る͖ͱͯ͑ߟ ͍·͢ɻ

ɹגओに͸גՁऩӹ཰ʢ1E3ʣのվળにࡦࢪ͚ͨ޲΋ߨ る͡༧ఆ
Ͱ͢ɻ۩ମతに͸࢈ࡒίϯαϧςΟϯάのച্্޲ɺෆಈݿࡏ࢈
Λͨ࣋ͳ͍ํ਑のҡ࣋ɺ*3׆ಈの֦ॆɺࣾ ֎औక໾の૿ՃΛؚ
ΉίʔϙϨʔτΨόφϯεのڧԽͳͲのऔΓ૊ΈΛਪਐ ·͢͠ɻ
ɹա10ڈ年Ҏ্にわͨΓɺ౰ࣾ͸ຖ年૿഑Λଓ͚ͯ ·͖͠ ͨɻࠓ
΋͜のํ਑ΛͰޙ る͖ݶΓܧଓ͠ɺ഑౰ੑ50޲ˋਫ४Λ໨ࢦ ·͠
ʢ͢2022年౓࣮੷50.1ˋɺ2023年౓࣮੷48.3ˋɺ2024年౓࣮੷

46.0ˋʣɻגओࢿຊ഑౰཰ʢDOEʣ͸גओࢿຊίετΛ্ճる
DOEਫ४Λҡ͍ͨ࣋͠ͱͯ͑ߟ ͍·͢ɻ
ɹ2025ʙ27年౓の̏ 年ؒͰɺ౰ࣾ͸ӦۀΩϟογϡϑϩʔ110ԯ
ԁΛࠐݟΜͰ͍·͢ɻその഑෼のେ͖ͳ࿮૊Έͱ͠ ͯ͸ਓతࢿຊɺ
.�AɺD9ͱA*ͳͲのੵۃ౤ࢿに30ԯԁɺ഑౰に40ԯԁɺݱ༬ۚ
ਫ४のҡ࣋に40ԯԁͱ͍͏όϥϯεΛͯ͑ߟ ͍·͢ɻ
ɹࠓճࡦఆͨ͠7ͭのઓུ͸ɺ「ύʔτφʔઓུ」Λ࣠に࿈ಈͯ͠
͍͕ͯͬ޿ ·͖͢ɻύʔτφʔͱの৴པ関܎ΛよΓݻڧに͠ɺ͝ ঺
հ͍͓ͨͩ͘٬༷の໰୊ղܾにͯ͠ݙߩ ͍͘ɻそのͨΊにɺਓࡐ
ઓུͰίϯαϧλϯτྗの্޲ΛਤΓɺ஌ࡒઓུͰίϯαϧλϯ
τのڥ؀Λ੔͑るɻ·ͨɺϚʔέςΟϯάઓུͰϒϥϯυྗ͕ͭ͘
͜ͱによΓɺ͓ ٬ ɾ༷ύʔτφʔにೝ஌ͯ͠ ͍ͨͩ ɻ͘͜ ͏͠ ڥ؀ͨ
͕੔͏͜ͱͰɺίϯαϧλϯτのఆண཰্޲に΋ͭͳ͕Γɺਓత
ڧຊ΋ॆ࣮͠ձ͕ࣾよΓࢿ ͳ͍ͬͯ͘ ͱͯ͑͘ߟ ͍·͢ɻ

ίϯαϧλϯτにఏࣔ ·͢͠ɻίϯαϧλϯτ͸そΕΛߟࢀに͠ͳ
͕Β͓٬༷に߹ͬͨఏҊΛߦ よ͏͏ にͳΓ·͢ɻྫ ͑͹ɺ৽ਓίϯ
αϧλϯτ͕ॳΊ͓ͯ٬༷Λ๚໰͢るͱ͖ɺͲΜͳ࣭໰Λ౤͔͛
͚ɺͲのよ͏ ͳఏҊॻΛ༻ҙͯ͠ ͓ ΂͖͔͘の૬ஊにԠ Β͡Εる
の͸ɺ͜ Ε·Ͱ͸ઌഐίϯαϧλϯτ͚ͩͰͨ͠ɻޙࠓ͸A*Τʔ

青山財産ネットワークスとパートナーの関係

業務
連携

高品質なサービスの提供

当社に富裕層のお客様を
紹介してくださるパートナー

富裕層の
お客様青山財産

ネットワークス

共にお客様の
ニーズに応える
ソリューションを
提供してくれる
パートナー

高品質な
サービスの
提供

高品質な
サービスの
提供
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年度
配当性向

2020
�0�3%

2021
�5��%

2022
50�1%

2023
���3%

ʢ単位ɿԁʣ

16.5 17.0

22.0

26.0

10.0 11.0 13.0 15.0

26.5

35.0

28.0

41.0

CFO Message CFOメッセージ

財務規律を維持し、
IR・マーケティングに
注力する
2024年度までの３年間、売上と利益、お客様の数、
コンサルタントの数などは着実に拡大しました。
財務の健全性はより強固なものになっています。
2025年度からの3年間も財務規律を維持しつつ、
企業価値の最大化に向けて取り組んでいきます。

Shintaro Hashiba

取締役常務執行役員

橋場 真太郎

ɹ౰ࣾのϏδωεのຊ࣭͸ɺ෋༟૚の͓٬๊༷͕͑るෆ҆Λղ
ফɺ͋ る͍͸ۃখԽ͢る͜ͱͰ͢ɻۙ 年͸ࡁܦɾۚ ༥ڥ؀のมಈ
͕ܹ͘͠ ɺಛに౎ࢢ෦Ͱ͸ෆಈ࢈Ձ֨の্ঢ͕ݦஶͰ͢ɻ࢈ࢿ
Ձ஋্͕͕Ε͹ɺそΕにԠͨ͡ରٻ͕ࡦΊΒΕɺ෋༟૚にدΓ
ఴ͏࢈ࡒͪͨࢲίϯαϧςΟϯάձࣾの໾ׂ͕ɺ͜ Ε·ͰҎ্に
૿ͯ͠ ͖͍ͯるͱɺڧ ɻ͢·͍ͯ͡ײ͘
ɹ૬ଓに関͢るίϯαϧςΟϯάͰ͸ɺ͍ ͔に࢈ࢿΛอશͯ͠ ࣍
ੈ୅にότϯλον͢る͔ɻ·ͨɺ୭にͲのよ͏ ͳܗͰঝ͢ܧ΂͖
͔ɻそのख๏͸༷ʑͰ͕͢ɺ͕ͪͨࢲϑΥʔΧε͢るの͸͓٬༷
のίϯαϧςΟϯάに関ܧঝۀࣄͳਓੜΛૹる͜ͱͰ͢ɻͤ޾͕
ͯ͠ ΋ܦӦऀのྸߴԽ΍ऀܧޙෆ଍͕ࣾձ໰୊ͱͳ͍ͬͯ͠ٱ
Ͱ͕͢ɺܦӦݖ΍ࣜגͱ͍͏࢈ࢿΛͲのよ͏ にঝͯ͠ܧ ͍͔͘ͱ
͍͏σϦέʔτͳ໰୊にରͯ͠ ૬ஊΛ͢る૬ख͕͍ͳ͍の͕࣮৘
Ͱ͢ɻ͜ のよ͏ ͳܦӦऀの೰ΈΛղܾ͢るͨΊに൐૸͠ɺ̓ ৺͠
͍ͯͨͩ͘͜ ͱ͜ そ͕౰ࣾの໾ׂͰ͋るͱͯ͑ߟ ͍·͢ɻ

ɹ৽தܦظӦܭըʢ2025ʙ27年౓ʣに͓͍ͯ͸ɺ͜ Ε·Ͱͱಉ༷
に3OE20ˋ௒のҡ࣋Λ͍ͯ͛ܝ·͢ɻલதܭʢ2022ʙ24年౓ʣ
の൓লࡐྉ͸ɺ౰ॳͨ͛ܝӦۀརӹ໨ඪのਫ४に౸ୡ͠ͳ͔ͬ
ͨ͜ͱͰ͢ɻա౓ͳετϨον໨ඪ͔ͩͬͨ΋͠ Ε·ͤΜɻͰ͕͢ɺ
Ӧۀརӹ͸ண࣮に֦େ͠ɺࡒ຿の݈શੑ͸よΓݻڧにͳΓ·͠ ͨɻ
͓٬༷の਺΍ίϯαϧλϯτの਺ɺച্ߴ΋ண࣮に৳ͼ͍ͯ·͢ɻ
৽தܭに͓͍ͯ΋഑౰ੑ޲͸50ˋਫ४ͱ͠ ɺגओࢿຊίετΛ
্ճるDOEʢגओࢿຊ഑౰཰ʣΛ໨ࢦ ·͢͠ɻɹ
ɹνΣελʔάϧʔϓͱのܦӦ౷߹に͍ͭͯ͸ɺࡒ຿໘ͰのӨ
ఆతͰ͋ΓɺBSʢିआରরදʣ্ݶ͸ڹ のΠϯύΫτ͸10ԯԁະ
ຬͱࠐݟΜͰ͓Γ·͢ɻͨ ͩ͠ɺ1Lʢଛӹࢉܭॻʣ΁のӨڹ΍γφ
δʔ૑出に͸େ͖ͳՄೳੑΛ͓ͯ͡ײΓɺ2025年౓Ҏ߱͸ɺࣄ
རӹのԡۀ૬৐ޮՌ͕ɺӦ͔ͨ͠׆Λ܎関׬Ҭの֦େ΍ิྖۀ
্͛͠ཁҼͱͳるݟ௨ Ͱ͢͠ɻࡏݱɺ1.*ʢϙετɾϚʔδϟʔɾΠ
ϯςάϨʔγϣϯʣΛਐΊ͍ͯ·͕͢ɺങऩલのσϡʔσϦδΣϯ

εΛపఈͨ͜͠ͱ΋͋Γɺ࣌ݱ఺Ͱ૝ఆ֎のϦεΫ΍ωΨςΟϒ
ͳཁҼ͸ࡏݦԽͯ͠ ͓Βͣɺॱ ௐにਐͯ͠ߦ ͍·͢ɻ
ɹ౰ࣾ͸ޙࠓɺ*3׆ಈٴͼϚʔέςΟϯάઓུのڧԽΛਤるํ
਑Λଧͪ出ͯ͠ ͍·͢ɻ౤ࢿՈͱ෋༟૚のօ༷にɺۀࣄのத਎΍
੒௕ετʔϦʔΛਅ伨に఻͑ɺೝ஌ͱཧղΛಘΒΕるよ͏ ౒ྗ͠
͍͖ͯ·͢ɻ1E3に͍ͭͯ͸্޲の༨஍͕େ͖͍ͱ͓ͯ͑ߟΓɺ
の্̎޲଴੒௕཰のظɺݮຊίετの௿ࢿओג ࣠ͰऔΓ૊ΜͰ͍
͖͍ͨͱͯ͑ߟ ͍·͢ɻ
ɹ2025年౓͔Βの3年ؒɺ౰ࣾ͸30ԯԁの౤ࢿΛ༧ఆͯ͠ ͍·
͢ɻ.�AͳͲͰ૿ֹΛݕ౼͢るඞཁ͕͋る͔΋͠ Ε·ͤΜ͕ɺA*
΍D9ͳͲの෼໺にੵۃతͳ౤ࢿΛ࣮ͯ͠ߦ ͍͖·͢ɻそͯ͠ ɺ౰
ࣾのࡒ຿ઓུに͓͚る原ଇ͸ෆಈݿࡏ࢈Λͨ࣋ͳ͍͜ͱͱɺࢢ
৔ڥ؀に͍͔ͳるܹม͕͋ͬͯ΋ରԠͰ͖るݱ༬ۚਫ४Λอͭ
͜ͱͰ͢ɻࡒ຿の݈શੑΛଛͳわͣɺ̓ ఆత͔ͭ࣋ଓՄೳͳར
ӹ੒௕Λॏ͠ࢹɺۀاՁ஋の࠷େԽに͚ͯ޲औΓ૊ΜͰ͍ ·͖͢ɻ

C'O .eTTBHe ʗ C'O ϝοηʔδ

配当・配当性向の推移 தؒ ຤ظ

2025（推定）
�9��%

31.0

20.0

51.0

202�
�6�0%

28.0

18.0

46.0
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⚫当社グループのಛ長

Our Value Drivers 確かな商品・サービス

ADVANTAGE CLUB®

土地有効活用コンサルティング

　不動産特定共同事業法に基ͮき、౦ژ都಺中
心部の資産価値の高い不動産を共同でߪ入し、
不動産௞ିで収益を受け取る不動産௞ିシステ
ムです。1口1
000ສԁから投資ができ、̓ 定した
収益が見ࠐまれ、不動産管理体制もສ全です。
　202�年12݄຤時点で�0組߹を組成し、組成
ྦྷ計ֹは1
�00ԯԁ௒、Ϛーケットシェアは

NP�1˞1。2025年は3��ԯԁの組成を目標として
います。新規のお客様にもご利用いたͩけるよ
う2021年より金融機関などとの連携を進め、現
在までに63ઌ˞2と提携しております。
　今後もϚーケットリーダーとして、資産価値の
高いݫ選した不動産をご提ڙし、ࢢ場をݗҾし
てまいります。

˞1  不動産特定共同事業法に基ͮく೚意組߹ܕにおける組成ྦྷ計ֹシェア（2023年12݄຤時点）　˞2  202�年12݄຤時点。当社事業全体の提携ઌ数

ళฮܥ

保育、教育ܥ

ҩྍܥ

૔ܥݿ

福祉ܥ

（アパート、Ϛンション）ܥډॅ
（建て௞ିށ）ܥډॅ

定आ、等価ަ׵
組みସえ

⚫౔஍活用ํ法のྫ

不動産の௞ିआ形ଶは೚
意組߹によりҟなる場߹が
あります。「ADVANTAGE 
CLUB」は	ג
੨ࢁ財産ネッ
トϫークスが商標ݖを取得
しております。

೚ҙ組߹

事業ࢀ加者
対৅不動産

テナント

金
銭
出
資

利
益
の
分
配

೚意組߹員

不動産特定
共同事業者

管理事務代行

業務執行組߹員
੨ࢁ財産

ネットϫークス

取
得

賃
料

౔஍อ༗ऀ様 テナントا業様

出
店
情
報

総
合
財
産

コ
ン
サ
ル
ティ
ン
グ

（
土
地
有
効
活
用
の

ご
提
案
）

出
店
の

ト
ー
タ
ル

コ
ー
ディ
ネ
ー
ト

不
動
産
活
用
の
依
頼

青山財産ネットワークス

Ϛッチング

不動産৘ใ 出ళ৘ใ

　૬続や事業ঝ継をԁ׈に行い、ファϛリーや
事業にとって࠷適な財産構成を実現するのが
総߹財産コンサルティングの役ׂです。
　当社グループでは、෋༟૚のお客様に品࣭
の高いサービスをおಧけし、長きにわたりご૬
ஊいたͩけるଘ在となるために、「総߹財産コ
ンサルティング」と「戦略的個別サービス」を྆

ྠでご提ڙしております。
　有力パートナーとの連携や、時代の変化に
対応したサービスの創出によって、戦略的個別
サービスの付加価値向上を目指し、さらに、DX
を推進することで、より࢖いやすく充実したサ
ービスとすることを目指して改ྑを進めており
ます。

　ट都ݍの土地を対৅にして、お客様の土地
有効活用のプランニングと実行をご支援いたし
ます。活用していない土地、収益性の௿い土地、
ۭ室問題、建物の࿝ٺ化など、お客様が๊える
土地や建物に関する情報や問題点を当社グル
ープの有効活用専門チームがू約し、ྑ࠷の
土地活用を提案することでお客様の課題を解
決いたします。
　一ൠ的に、土地の有効活用に関わる会社か

らの提案は、それͧれの専門分໺にภった「部
分࠷適」なものになる傾向があります。一方、当
社グループでは財産コンサルティング会社の専
門部ୂが୲当するため、財産全体の状گを֬
認した上で、キャッシュフローの検ূ、建築主
体、設計会社、建築会社、運営事業者の選定な
ど、様々な条件をצ案して、その土地に߹った

「全体࠷適」な活用方法をϫンストップでご提
案できることが大きな特長です。

OVS VBMVe DSJWeST ʗ͔֬ͳ঎඼ɾαʔϏε 17



金融資産運用コンサルティング

購入コンサルティング ファミリーオフィスサービス

　連݁子会社である੨ࢁフィナンシャルサービ
スが中֩を୲い、*FA˞3として੨ࢁ財産ネットϫ
ークスとのグループ連携により、現状分析をも
とに総߹的かつ長期的な視点で、お客様の目
的に応じた࠷適な資産運用のお手఻いをいた
します。ָ 天ূ݊ࣜג会社と業務委託契約を締
݁し、資産運用のアドバイスから、商品ങ付、ア
フターフォローまでϫンストップで行います。

とژ౦）ݍژ入コンサルティングでは、౦ߪ　
そのपลエリア）の物件において、不動産ߪ入
をサポートするͩけではなく、お客様ݻ有のߪ
入目的を理解し、物件選定、ߪ入、保有期間の
管理、売却時期の検討、売却ઌの選定から売
却後まで一؏してサポートいたします。

　ファϛリー企業がӬ続するためには、会社と
創業一族の支え߹う関܎のҡ持・強化が重要
です。その支え߹う関܎の基ૅとなるご一族の
一体性をҡ持・強化するための仕組み作りと運
用を、ϫークショップや家族ݑষ作成、一族会
議体の運営支援を通じ長期的にサポートします。

˞3  *'AɿಠཱܥϑΟφϯγϟϧΞυόΠβʔɹ˞4  STOɿηΩϡϦςΟτʔΫϯΦϑΝϦϯά

総߹財産
コンサル
ティング

ۚ༥資産ӡ用
コンサル
ティング

連ܞ

お客様

˞͓٬༷の͝ಉҙΛલఏに৘ใΛڞ༗͍ͨ ·͢͠

૬৐ޮՌ
財産෼໺

1

4

6 2

5 3

ඇ財産෼໺

一族理念

個々人の
成長と育成

事業経営と
一族財産の運用

ファϛリー
ガバナンス

事業及び
財産のঝ継

社会貢献

ڙ場を通じ提ࢢ݊ূ

投資
スϚート
フォン

広域な個人投資家

分配金

)BsI DBs)

不動産 ̨̩ 化

、入目的に見߹うかߪ
価格のଥ当性等の

ௐࠪ

売却時と
売却後のサポート

物件情報の選別
ご提案物件の見ֶ

入後のߪ
運用サポート

ώアリングによる
問題点の抽出・

アドバイス

੨ࢁ財産ネットϫークス
として

トータルサポート

౼ݕ

ച٫

ఏҊ・ֶݟ

อ༗・ӡ用

現状෼ੳ

ೖߪ

3

6

2

5

1

4

STEP

STEP

STEP

STEP

STEP

STEP

地域創生コンサルティング
　当社グループが持つ不動産特定共同事業と
ファイナンスのϊ΢ハ΢を活用して、׭ຽ連携等
による公的不動産の開発・運営を行います。۩
体的には、各地域の自治体などが保有する༡
休地の有効活用を通じて商品化し、各地域の
活性化を目指していく事業です。また、当社グ

ループの地域創生のୈ1߸案件として、ੴ઒ݝ
の+3小দӺલෳ߹施設「,PNBUTV  Aʷ; 
SRVBSF」を201�年に開業。ୈ2߸案件である福
ҪݝのರլӺ੢地区土地活用事業では、ෳ߹
施設「TSU3UGA 1OLT S2UA3E PUUB」を
2022年9݄にオープンいたしました。

STO※4事業
　2020年の金融商品取Ҿ法改正で、デジタル
ূ݊の発行が可能となり、ϒロックチェーンٕ
ज़を持つ)BTI DBT) )PMEJOHT社をパートナー
とし、2�時間365೔いつでも投資が可能な世界
を目指して、当社の不動産ϊ΢ハ΢を活かした

事業ల開を進めています。
　2023年、ୈ1߸ファンドとして当社が提ڙし
た不動産「不動産デジタルূ ・݊ौ୩ਆٶલイ
ϊϕーションオフィス」がデジタルূ݊化されま
した。

事業承継ファンド
　事業ঝ継のݫしさから廃業を検討している企
業に࠷適なプランをご提案いたします。規模ॖ
小による事業ঝ継の可能性の௥ٻ、廃業の可
能性が高い場߹でも計画的に従業員へのୀ職
手当や雇用の手当てを行い経営者の財産を保
全する施策をご提ڙいたします。

経
営
状
態
は
？

਌଒

໾һ̡ ̢̗ ̤ʳ

ॖখ型事業ঝ継�

ഇ業

ୈ̡ऀࡾ ̢�̖ ʳ

経営利益 ੺ࣈ
後継ऀΑり

ॖখ・ఫୀの
൑அが༏ઌ

ٻのՄೳੑΛ௥ܧঝۀࣄ໛ॖখによるن

のෛ୲Λऀ༺ޏӦऀɺܦ
Λ͝ఏҊࡦࢪに཈͑るݶখ࠷

୭͕͕͔͙ܧ՝୊

営業利益 ࣈࠇ

「ॖখۀࣄܕঝܧ」͸ʢגʣ੨࢈ࡒࢁωοτϫʔΫε͕঎ඪݖΛऔಘͯ͠ ͓Γ·͢ɻ

OVS VBMVe DSJWeST ʗ͔֬ͳ঎඼ɾαʔϏε 18



⚫青山財産ネットワークスグループߏ成ਤ

2025年6݄1೔࣌఺

Our Value Drivers

グループとネットワークの力で課題をワンストップで解決

確かな組織

　੨ࢁ財産ネットϫークスは、財産コンサルテ
ィング会社として࠷適な財産構成をご提案する
ͩけではなく、「実行」できる組৫であることが
大きな特長です。
　それを可能にしているのが、「コンサルティン
グ部門」と「不動産関連部門」の専門部門であり、
。家資格保有者が150名以上在੶しておりますࠃ
　当社グループは、連݁子会社、提携法人、߹
弁会社との໖ີな連携により、お客様の෯広
い課題をϫンストップで解決できる体制を整え
ています。連݁子会社では、地域特化ܕの財産
コンサルティング、金融商品஥介、ඇ財産のঝ
継支援などを行い、提携法人には弁護士法人
や੫理士法人、社会保ݥ࿑務士法人がある΄
か、財産ঝ継・事業ঝ継に強みを持つパートナ
ーとの߹弁会社により、お客様に࠷適な選୒ࢶ
をお選びいたͩけます。また、202�年຤には、
૬続੫ਃ告に強みを持つチェスターグループと
業務提携・経営統߹を行い、さらに体制を強化
しました。
　೔本全ࠃにある会計事務所、੫理士事務所
を݁Ϳ「A;N全ࠃネットϫーク」の会員は202�
年12݄時点で93ڌ点にのぼり、当社グループ
の࣭の高いサービスが೔本全ࠃで受けられる
仕組みになっております。
　今後も、組৫のさらなる強化に取り組み、サ
ービス品࣭の向上をਤってまいります。

OVS VBMVe DSJWeST ʗ͔֬ͳ૊৫

੨ࢁ߹ಉ੫ཧ࢜๏ਓ

੫ཧ࢜๏ਓνΣελʔ

੫理࢜法人ʗ社会อݥ࿑຿࢜法人
ห࢜ޢ法人ఏܞ法人

৽ੜ੨ࢁύʔτφʔζࣜגձࣾ ձࣾωΫετφϏࣜג
事業ঝ継ϑΝンυのӡ営
SB*৽ੜۜߦͱ౰ ʢ֤ࣾ50ˋʣ

事業ঝ継ٴͼঝ継後の総߹コンサルティング
೔ຊ.�Aηϯλʔ)Dͱ౰ ʢ֤ࣾ50ˋʣ

߹ห会社

連結ࢠ会社

Πϯϕετϝϯπ࢈ࡒࢁձࣾ੨ࣜג
ެೝձ࢜ܭɺ੫ཧ࢜Λத৺ͱ͠ ͨ

ίϯαϧςΟϯάαʔϏεܭ຿ɾձࡒ

ωοτϫʔΫε۝भ࢈ࡒࢁձࣾ੨ࣜג
に関͢る༺׆࢈ࡒͼٴܧঝۀࣄ

૯߹ίϯαϧλϯτۀ

ϑΝϛϦʔΦϑΟεαʔϏεࢁձࣾ੨ࣜג
ϑΝϛϦʔϏδωεΛॴ༗͢るҰ଒に
ର͢るඇ࢈ࡒ෼໺ίϯαϧςΟϯά

ϑΟφϯγϟϧαʔϏεࢁձࣾ੨ࣜג
ۚ༥঎඼஥հۀ

ձࣾνΣελʔϥΠϑύʔτφʔࣜג
อݥ

ձࣾνΣελʔࣜג
ෆಈ࢈஥հͳͲ

ձࣾΞʔόϯΫϨετࣜג
ෆಈ؅࢈ཧ

ձࣾνΣελʔίϯαϧςΟϯάࣜג
ίϯαϧςΟϯάܧঝۀࣄ

૰߹Τεςʔτࢁձࣾ੨ࣜג
ෆಈ࢈ιϦϡʔγϣϯۀ຿ΛؚΉ

ϓϩύςΟϚωδϝϯτʢ1.ʣۀ຿શൠɺ
౰ࣾٴͼ٬ސอ༗෺݅の௞ି؅ཧ

ݚ૯࢈ࢿձࣾ೔ຊࣜג
に関͢る࢈ࡒਓɾ๏ਓのݸ

૯߹࢈ࢿίϯαϧςΟϯάαʔϏεɺ
ίϯαϧλϯτҭ੒αʔϏε

他4ࣾ

財産のঝ継・ӡ用・管理に関わる総߹財産コンサルティング

コンサルλントをサϙートするઐ໳෦໳
コンサルティングアυバイβリー෦໳ 法຿෦໳不動産関連෦໳ 事業։ൃ෦໳

͓٬༷のχʔζに߹わͤͨ
ෆಈ࢈の঎඼૊੒ɺӡӦɺ؅ཧ

༷ʑͳ঎඼૊੒ͱ؅ཧΛ
੫ཧ࢜ͳͲ͕αϙʔτ

੫ཧ࢜ɺެ ೝձ࢜ܭͳͲ͕
੫຿໘Λαϙʔτ

๏຿஌ݟͰϦεΫϚωδϝϯτΛ
αϙʔτ

教育
⿟A3TγεςϜ׆༻
⿟ίϯαϧλϯτҭ੒ϓϩάϥϜ
⿟ίϯαϧςΟϯά
ɹΤσϡέʔγϣϯηϯλʔ

コンサルティング෦໳

ࣾձอݥ࿑຿࢜๏ਓϓϩδΣετ

๏ਓνΣελʔ࢜๏ॻ࢘ ๏ਓνΣελʔ࢜੓ॻߦ

ʢ2025年1  ݄੫ཧ࢜๏ਓ੫຿૯߹ࣄ຿ॴͱ߹ซʣ

੫຿αʔϏεɺ૬ଓ੫ਃࠂɺ
λοΫεϓϥϯχϯάɺهாۀ຿ͳͲ

ਓࣄɾ࿑຿ίϯαϧςΟϯάɺ
Ξ΢τιʔγϯά

૬ଓ੫ਃࠂ ૬ଓొه ૬ଓखଓ͖αϙʔτ

ձࣾνΣελʔΞΧσϛʔࣜג CST๏཯ࣄ຿ॴʢห࢜ޢʣ
ઐ໳Ո͚޲૬ଓ関࿈ίϯςϯπఏڙ Ҩ࢈෼ׂͳͲ
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⚫プロϑェッシϣナルूஂの育成へ

ίϯαϧλϯτの౔୆͸
「஌ܙ ɾྗߦಈ ɾྗਓؒྗ」ɻ
そΕΒΛ஁͑るڭҭͱ͠ ͯ

「Ӧۀ૯߹ྗ」ͱ
「ઐ໳εΩϧ」の̎ ͭの
੾ΓޱͰڭҭͯ͠ ͍͘

教育体制 さらなる
プロフェッショナル集団の

育成へ営業
総߹力

ઐ໳
スΩル

஌ܙ力
஌ܙ力 行動力 人間力

行動力 人間力

「専門家集団の知見」と「人間力」が強み
　੨ࢁ財産ネットϫークスの「إ」として、௚઀
お客様にコンサルティングサービスをご提ڙす
るのが、੫務、金融、不動産΄か、各分໺のプ
ロフェッショナルであるコンサルタントです。コ
ンサルタント数は226名、201�年度຤と比ֱし
約2�3ഒの人数です。
　当社グループのコンサルタントが実施する総
߹財産コンサルティングには2つの特௃があり
ます。
　1つ目は「専門家ू団の஌見」を݁ूした「全
体࠷適」の実現です。財産や事業のঝ継・運
用・管理には、੫務、法務、保ݥ、不動産、経営
など様々なジャンルが関܎します。各専門家が
それͧれのྖ域ͩけを見てアドバイスするので
はໃ६が生じる場߹があります。当社グループ
ではྖ域をԣ断して検討する「全体࠷適」な財
産のঝ継、運用、管理の計画のご提案、実行の
ご支援が可能です。
　当社では、お客様によりྑいະདྷを見通して
いたͩくことが大切ͩと考えます。あくまでも目
的は、ご家族が100年ઌも幸せでいられるಓے
をご提案すること。それにお客様がごೲ得され
てॳめてコンサルタントの੹務が果たされると
考えています。
　こうしたコンサルティングを可能にするのが、
コンサルタントの高い専門性、コーディネート
力、๛෋な経ݧです。加えて公認会計士や੫理

理的な「正解」ではなく、お客様にとっての「࠷
適」を目指すこと。
　そのために、੨ࢁ財産ネットϫークスに所ଐ
するコンサルタントには、これまで以上に෯広
い஌識とバランス力、プレゼン力、そして「お客
様の立場になって考える」力がٻめられます。

「お客様の೰みを解決したい」というϚインドを
持ち、お客様の目ઢに立ち、お客様に伴૸する

「人間力ʹ思いやり」が不可欠です。

士などが所ଐするコンサルティングアドバイβ
リー部門、法務部門、事業開発部門が高い専
門஌識で強力にバックアップいたします。
　2つ目の特௃は「人間力」です。財産や事業
のঝ継などに「正解」はありません。お子様に事
業を継いで΄しいという方、自分の代で整理し
たいという方。後継者に財産をू中させたいと
いう方もいれ͹、お子様たちにฏ等にҨしたい
と考える方もいらっしΌいます。大切なのは߹

　当社グループには人間力のৢ成に஫力し、
専門஌識ͩけでなく人間力を݉Ͷ備えたコン
サルタントが在੶しております。また、そうした
メンバーの஌見を共有しਂめる仕組みもありま
す。
　こうした体制ͩからこそ、お客様本人はもち
Ζんのこと、࣍世代、࣍々世代までご満଍いた
ͩける「100年財産コンサルティング」のご提ڙ
が可能なのです。

OVS VBMVe DSJWeST ʗίϯαϧλϯτ

Our Value Drivers コンサルタント
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OVS SVTtBJOBCJMJtZ ʗ໾һ঺հ

蓮見 正純
代表取締役社長

1983年8݄

1991年11݄

1996年12݄

2005年7݄

2008年9݄
2008年10݄
2016年8݄

2017年6݄

2018年3݄
2021年1݄

2024年5݄

੨؂ࠪࢁ๏ਓ
ʢݱɿ1XC +BpBO༗ݶ੹೚؂ࠪ๏ਓʣೖॴ
຿ॴࣄܭύʔτφʔζձ＆ాࢁ

ʢݱɿ੫ཧ࢜๏ਓాࢁ＆ύʔτφʔζʣೖॴ
ʢגʣϓϩδΣετ
ʢ2005年7݄にʢגʣϓϩδΣετ
ϗʔϧσΟϯάεに঎߸มߋʣ୅දऔక໾

ʢגʣϓϩδΣετʢݱɿʢגʣ੨࢈ࡒࢁ
Πϯϕετϝϯπʣ୅දऔక໾
౰ࣾऔక໾
౰ࣾ୅දऔక໾ࣾ௕ʢݱ೚ʣ

ʢגʣۀࣄঝܧφϏήʔλʔ 
ʢݱɿʢגʣωΫετφϏʣ୅දऔక໾ࣾ௕
1T AoZBNB ;BJTBO NetXoSLT
*NDONES*A DJSectoSʢݱ೚ʣ

ʢגʣ೔ຊ࢈ࢿ૯ݚ ୅දऔక໾ձ௕ʢݱ೚ʣ
ʢגʣ੨ࢁϑΝϛϦʔΦϑΟεαʔϏε
୅දऔక໾ʢݱ೚ʣ

ʢגʣ੨ࢁϑΟφϯγϟϧαʔϏε
୅දऔక໾ʢݱ೚ʣ

はすみまさずみ

長曽我部 利幸
取締役常務執行役員

ちょうそかべとしゆき

Our Sustainability

取締役

役員紹介

松浦 健
取締役常務執行役員

1991年4݄
1995年5݄
2000年10݄
2005年1݄
2006年1݄

2007年3݄
2016年3݄

2017年6݄
2022年1݄

2023年3݄

2024年5݄

2024年12݄
2024年12݄

େ࿨ϋ΢εۀ޻ʢגʣೖࣾ
೔঎ؠҪෆಈ࢈ʢגʣʢݱɿ૒೔ʢגʣʣ ೖࣾ
౰ࣾೖࣾ
౰ࣾࣥߦ໾һ ෆಈۀࣄ࢈෦௕

ʢגʣધҪΤεςʔτ
ʢݱɿʢגʣ੨ࢁ૰߹Τεςʔτʣ 
୅දऔక໾ࣾ௕
౰ࣾऔక໾ࣥߦ໾һ ୈ࿡ۀࣄ෦௕
౰ࣾऔక໾ৗ຿ࣥߦ໾һ
ෆಈۀࣄ࢈ຊ෦௕
৽ੜ੨ࢁύʔτφʔζʢגʣ औక໾ʢݱ೚ʣ
౰ࣾऔక໾ৗ຿ࣥߦ໾һ
ෆಈۀࣄ࢈ຊ෦௕ʢݱ೚ʣ

ʢגʣ੨ࢁϑΟφϯγϟϧαʔϏε
औక໾ʢݱ೚ʣ

ʢגʣ੨࢈ࡒࢁωοτϫʔΫε۝भ
औక໾ʢݱ೚ʣ

ʢגʣνΣελʔ औక໾ʢݱ೚ʣ
ʢגʣΞʔόϯΫϨετ औక໾ʢݱ೚ʣ

まつうらたけし

小川 隆臣
取締役常務執行役員

1992年9݄

2003年8݄

2009年12݄
2013年10݄
2016年3݄
2017年6݄

2020年4݄
2022年1݄

2022年3݄

ୋ໺อ༤੫ཧࣄ࢜຿ॴ
ʢݱɿ੨ࢁ߹ಉ੫ཧ࢜๏ਓʣೖॴ
ʢגʣધҪ࢈ࡒίϯαϧλϯπژ༿
ʢݱɿʢגʣ೔ຊ࢈ࢿ૯ݚʣ औక໾
ಉࣾ୅දऔక໾ࣾ௕
౰ࣾࣥߦ໾һ NSSۀࣄຊ෦௕
౰ࣾऔక໾ࣥߦ໾һ NSSۀࣄຊ෦௕

ʢגʣ೔ຊ࢈ࢿ૯ݚ
ʢچɿʢגʣ೔ຊ࢈ࢿ૯ݚίϯαϧλϯτʣ 
୅දऔక໾ࣾ௕ʢݱ೚ʣ
೔౦ෆಈ࢈ʢגʣ୅දऔక໾ʢݱ೚ʣ
౰ࣾऔక໾ৗ຿ࣥߦ໾һ 
ίϯαϧςΟϯάۀࣄ୲౰ ݉ 
NSSۀࣄຊ෦௕ʢݱ೚ʣ

ʢגʣ੨ࢁϑΟφϯγϟϧαʔϏε
औక໾ʢݱ೚ʣ

おがわたかおみ

橋場 真太郎
取締役常務執行役員

1987年4݄
2015年11݄
2017年1݄
2020年3݄
2020年7݄
2021年1݄
2022年1݄
2022年3݄

2022年3݄
2023年5݄

2025年2݄
2025年3݄

ʢגʣڠ࿨ۜߦʢݱɿʢגʣΓそͳۜߦʣೖߦ
౰ࣾೖࣾ
౰ࣾࣥߦ໾һ ܦӦاը෦௕
౰ࣾऔక໾ࣥߦ໾һ ܦӦ؅ཧຊ෦௕
౰ࣾऔక໾ࣥߦ໾һ ܦӦاըຊ෦௕

ʢגʣ੨ࢁϑΝϛϦʔΦϑΟεαʔϏε औక໾
౰ࣾऔక໾ৗ຿ࣥߦ໾һ اը։ൃຊ෦௕

ʢגʣ੨ࢁϑΟφϯγϟϧαʔϏε
୅දऔక໾

ʢגʣ੨࢈ࡒࢁωοτϫʔΫε۝भ औక໾
౰ࣾऔక໾ৗ຿ࣥߦ໾һ
ίʔϙϨʔτϑΝΠφϯεຊ෦௕
౰ࣾৗ຿ࣥߦ໾һେࢧࡕళ௕
౰ࣾऔక໾ৗ຿ࣥߦ໾һ
େࢧࡕళ௕ʢݱ೚ʣはしばしんたろう

長坂 道広
取締役

1985年4݄
1992年3݄
2010年12݄
2014年3݄
2015年4݄

2021年7݄

2022年3݄

एྛ๏཯ࣄ຿ॴೖॴ
ʢגʣ೔ຊ.�Aηϯλʔೖࣾ
ಉࣾۀࣄਪਐ෦௕
౰ࣾࣾ֎औక໾

ʢגʣ೔ຊ.�Aηϯλʔ
૯߹اըຊ෦Ӧࢧۀԉ෦ Ӧࢧۀԉ෦௕

ʢגʣۀࣄঝܧφϏήʔλʔ 
ʢݱɿʢגʣωΫετφϏʣऔక໾ʢݱ೚ʣ
౰ࣾऔక໾ʢݱ೚ʣ

ながさか みちひろ

1995年4݄
2002年5݄
2007年1݄
2021年1݄

2024年12݄

2025年1݄

2025年3݄

ʢגʣαϒώϩϞϦೖࣾ
ϓϧσϯγϟϧੜ໋อݥʢגʣೖࣾ
౰ࣾೖࣾ
౰ࣾࣥߦ໾һίϯαϧςΟϯά
ୈۀࣄࡾຊ෦௕

ג	νΣελʔίϯαϧςΟϯά
୅දऔక໾ʢݱ೚ʣ
౰ࣾৗ຿ࣥߦ໾һ
ίϯαϧςΟϯάۀࣄຊ෦௕
౰ࣾऔక໾ৗ຿ࣥߦ໾һ
ίϯαϧςΟϯάۀࣄຊ෦௕ʢݱ೚ʣ
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OVS SVTtBJOBCJMJtZ ʗ໾һ঺հ

中塚 久雄 監査役

1970年4݄
1994年4݄
1996年1݄
1999年1݄
2001年11݄
2002年3݄
2002年8݄
2006年4݄
2008年9݄
2010年10݄
2013年10݄
2014年3݄
2015年3݄
2016年3  ݄

ʢגʣ౦ւۜߦʢݱɿʢגʣࡾඛU'+ۜߦʣೖߦ 
ಉߦ౻୔ࢧళ௕
ಉߦௐ෍ࢧళ௕
ಉߦ஛ϊ௩ࢧళ௕
౰ࣾೖࣾ
౰ࣾऔక໾ ίϯαϧςΟϯάۀࣄ෦௕ 
౰ࣾऔక໾ ؅ཧ෦௕ 
౰ࣾৗ຿औక໾

ʢגʣϓϩδΣετʢݱɿʢגʣ੨࢈ࡒࢁΠϯϕετϝϯπʣ ؂ࠪ໾
ʢגʣ੨ࢁ૰߹Τεςʔτ औక໾
ʢגʣ೔ຊ࢈ࢿ૯؂ࠪ ݚ໾
ಉࣾऔక໾
౰ࣾ૬ஊ໾
౰ࣾ؂ࠪ໾ʢݱ೚ʣ

なかつかひさお

六川 浩明 監査役

1997年4݄
1997年4݄
2002年6݄
2007年3݄
2007年4݄
2008年6݄
2009年3݄
2016年12݄
2022年4݄
2022年6݄
2023年9݄

หొ࢜ޢ࿥ʢୈҰ౦ژห࢜ޢձʣ
ງ૯߹๏཯ࣄ຿ॴೖॴ
BBSBcL 'eSSB[[BOo๏཯ࣄ຿ॴʢγΧΰʣೖॴ
౦ژ੨ࢁɾ੨໦ɾࠏ BBLeS�.cLeO[Je๏཯ࣄ຿ॴೖॴ
౦ژ౎ཱٕۀ࢈ज़େֶӃେֶ ࢣߨʢݱ೚ʣ
খּ原࿡઒ࡍࠃ૯߹๏཯ࣄ຿ॴ ୅ද
౰ࣾࣾ֎؂ࠪ໾ʢݱ೚ʣ

ʢגʣπφάάϧʔϓɾϗʔϧσΟϯάεࣾ֎औక໾ʢݱ೚ʣ
಺޾ொࡍࠃ૯߹๏཯ࣄ຿ॴ୅දห࢜ޢʢݱ೚ʣ
೚ʣݱʣ ࣾ֎औక໾ʢגցʢػ࣏໌

ג	ΦʔϓϯΞοϓάϧʔϓ ࣾ֎औక໾ʢݱ೚ʣ

ろくがわひろあき ಠཱࣾ֎

藤多 洋幸 監査役

1989年4݄
1995年8݄
2000年10݄
2004年4݄
2018年3݄
2018年3݄
2018年3݄
2019年12݄
2020年10݄
2024年12݄
2024年12݄
2024年12݄
2024年12݄

ʢגʣࡾҪۜߦʢݱɿʢגʣࡾҪॅ༑ۜߦʣೖߦ
຿ॴೖॴࣄ࢜㟒੫ཧࢁ
؂ࠪ๏ਓτʔϚπʢݱ�༗ݶ੹೚؂ࠪ๏ਓτʔϚπʣೖॴ
ެೝձొ࢜ܭ࿥
౰ࣾࣾ֎؂ࠪ໾ʢݱ೚ʣ

ʢגʣ೔ຊ࢈ࢿ૯؂ࠪ ݚ໾ʢݱ೚ʣ
ʢגʣۀࣄঝܧφϏήʔλʔʢݱɿʢגʣωΫετφϏʣ ؂ࠪ໾ʢݱ೚ʣ
ʢגʣ੨࢈ࡒࢁωοτϫʔΫε۝भ؂ࠪ໾ʢݱ೚ʣ
ʢגʣ੨ࢁϑΟφϯγϟϧαʔϏε ؂ࠪ໾ʢݱ೚ʣ
ʢגʣνΣελʔ؂ࠪ໾ʢݱ೚ʣ
ʢגʣΞʔόϯΫϨετ؂ࠪ໾ʢݱ೚ʣ
ʢגʣνΣελʔϥΠϑύʔτφʔ؂ࠪ໾ʢݱ೚ʣ
ʢגʣνΣελʔίϯαϧςΟϯά؂ࠪ໾ʢݱ೚ʣ

ふじたひろゆき ಠཱࣾ֎

社外取締役 監査役

ಠཱࣾ֎

島田 晴雄
取締役

1975年4݄
1978年5݄
1982年4݄
1986年3݄
2000年6݄

2007年3݄
2007年4݄
2015年5݄
2016年1݄
2017年1݄
2017年4݄
2021年2݄

तڭ෦ ॿֶࡁܦጯٛक़େֶܚ
׭ڀݚ٬һओ೚ ॴڀݚࡁܦըிاࡁܦ
तڭ ෦ֶࡁܦጯٛक़େֶܚ
Ϛανϡʔηοπ޻Պେֶ ๚໰ڭत
౦ژେֶઌ୺Պֶٕज़ڀݚηϯλʔ 
٬һڭत
౰ࣾࣾ֎औక໾ʢݱ೚ʣ
ઍ༿঎Պେֶ ֶ௕
Ԭ୩߯ػʢגʣ ࣾ֎औక໾ʢݱ೚ʣ

ʢגʣౡా૯߹ڀݚॴ ୅දऔక໾ʢݱ೚ʣ 
ެӹஂࡒ๏ਓ೔ຊࡍࠃϑΥʔϥϜ ཧࣄ௕
౦ژ౎ެཱେֶ๏ਓ ཧࣄ௕

ʢגʣςοΫΞΠΤε ࣾ֎औక໾

しまだはるお

ಠཱࣾ֎

森 まどか
取締役

1994年4݄

1996年݄̐
2000年7݄

2003年̓ ݄

2007年̓ ݄
2013年݄̐
2022年̍ ݄

2022年̏ ݄
2023年݄̐

2024年3݄

ࣾஂ๏ਓຽؒ์ૹςϨϏδϣϯ
தܧճઢӡӦηϯλʔ

ʢݱɿҰൠࣾஂ๏ਓ೔ຊຽؒ์ૹ࿈ໍʣೖࣾ
ϑϦʔΞφ΢ϯαʔͱ͠ ͯಠཱ

ʢגʣҩྍ෱ࢱ૯߹ڀݚॴ
ʢݱɿʢגʣΞΠΤΠνμϒϦϡ
ϝσΟΞαʔϏεʣೖࣾ
ಉࣾۀࣄ౷ׅ෦௕
݉ εΧΠύʔϑΣΫTV�
ҩྍ෱ࢱνϟϯωϧ774 Ξφ΢ϯεࣨ௕
ҩྍδϟʔφϦετͱ͠ ͯಠཱ
N1O๏ਓ։ࢧۀԉक़21 ཧࣄʢݱ೚ʣ
ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓ
஍ҬνʔϜҩྍਪਐٞڠձʢTeBNNETʣ
ཧࣄʢݱ೚ʣ
ҩྍ๏ਓࣾஂᠳ࡝ձ ࣄ؂ʢݱ೚ʣ

ʢגʣϔοδϗοάɾϝυςοΫ
ྙཧ৹ࠪҕһձ ҕһʢݱ೚ʣ
౰ࣾࣾ֎औక໾ʢݱ೚ʣ

もりまどか

ಠཱࣾ֎

渡邊 啓司
取締役

1987年7݄

1996年4݄

2000年6݄
2003年7݄

2008年6݄
2010年6݄
2011年3݄
2017年6݄

2017年6݄

2018年6݄

੨؂ࠪࢁ๏ਓ
ʢݱɿ1XC +BpBO༗ݶ੹೚؂ࠪ๏ਓʣ୅දࣾһ
؂ࠪ๏ਓτʔϚπ

ʢݱɿ༗ݶ੹೚؂ࠪ๏ਓτʔϚπʣ୅දࣾһ
͍ͪよ͠ ূ ʢ݊גʣࣾ ֎औక໾
DeMoJtte ToVcIe ToINBtTV GMoCBM 
.JEEMe .BSLetT LeBEeS

ʢגʣே೔ࣾۀ޻ ࣾ֎औక໾
SB*ϗʔϧσΟϯάεʢגʣࣾ ֎औక໾
౰ࣾࣾ֎औక໾ʢݱ೚ʣ
SB* ΠϯγϡΞϥϯεάϧʔϓʢגʣ 
ࣾ֎औక໾ʢݱ೚ʣ
๺ӽلभ੡ࢴʢגʣ

ʢݱɿ๺ӽίʔϙϨʔγϣϯʢגʣʣ ࣾ֎؂ࠪ໾
ʢגʣ͏ ͔͍ ࣾ֎औక໾わたなべけいじ

ಠཱࣾ֎

内田 士郎
取締役

1980年10݄

1993年1݄

1999年10݄

2002年10݄

2005年10݄
2009年5݄

2010年1݄

2012年7݄
2015年1݄
2022年4݄
2023年4݄
2024年5݄
2025年3݄

ϐʔτϚʔ΢ΟοΫϛονΣϧձࣄ࢜ܭ຿ॴ
౦ࣄژ຿ॴ ೖॴ
ϓϥΠε΢Υʔλʔϋ΢εγΧΰࣄ຿ॴ
ถࠃ೔ຊۀا౷ׅ੹೚ऀ
ϓϥΠε΢Υʔλʔϋ΢εΫʔύʔε
ίϯαϧςΟϯάʢגʣऔక໾ৗ຿ࣥߦ໾һ
*B.ϏδωείϯαϧςΟϯάαʔϏεʢגʣ
औక໾
ϕϦϯάϙΠϯτʢגʣ୅දऔక໾ࣾ௕
ϓϥΠε΢Υʔλʔϋ΢εΫʔύʔε
ίϯαϧλϯτʢגʣ୅දऔక໾ࣾ௕
ϓϥΠε΢Υʔλʔϋ΢εΫʔύʔεʢגʣ
୅දऔక໾ࣾ௕
ಉࣾ୅දऔక໾ձ௕
SA1δϟύϯʢגʣ ୅දऔక໾ձ௕

ʢגʣ SN, ࣾ֎औక໾ʢݱ೚ʣ
ʢגʣίϛϡχςΟʔϝογϡ ୅දऔక໾ʢݱ೚ʣ
εΪϗʔϧσΟϯάεʢגʣࣾ ֎औక໾ʢݱ೚ʣ
౰ࣾࣾ֎औక໾ʢݱ೚ʣ

うちだしろう
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⁞取締役会

 ࣥ行役員制౓

委員会໊ࢦ⁢

⁠経営ࣥ行会議

⁣コンプライアンス委員会

⁡ใु諮問委員会

⁤サステナビリティ委員会

取締役会は、当社の経営に関する重要事項の審議ならびに意思決定、会社の事業、経営全ൠに対する監督を行います。2名の社
外監ࠪ役はそれͧれ高い専門性を有し、その専門的見地から的֬な経営監視を実行しております。

経営と執行の分཭の観点から執行役員制度を導入し、執行役員は、取締役会が定める組৫規ఔ及び業務分ঠ規ఔに基ͮき、所管する各事業
本部及び部門の業務を執行します。

代表取締役社長及び常勤取締役、執行役員で構成する経営執行会議をຖि1回開࠵して、経営方針の֬認、経営戦略の協議、業務਱行に関
する討࿦を行い、問題意識を共有するとともに全員の意思ૄ通をਤっております。

取締役の報酬等の決定は、ג主総会にてঝ認された報酬総ֹの範ғ಺にて、取締役会の決議によって選定された取締役をもって構成される
報酬諮問委員会において決定しております。なお、報酬諮問委員会は、3名以上で、原ଇとして、そのうち2名以上を社外取締役で構成すること
により、審議プロセスの透明性と客観性を高めることを目的としております。

経営ਞ幹部、及び、取締役の選解೚については取締役会の೚意の諮問機関である指名委員会において審議し、候補者を取締役会に推નし、
取締役会において決定いたします。なお、指名委員会は、3名以上で、原ଇとして、そのうち2名以上を社外取締役で構成することにより、審議
プロセスの透明性と客観性を高めることを目的としております。

コンプライアンス委員会は、代表取締役社長、常勤取締役、各執行役員事業本部長及び外部法律専門家である弁護士をもって構成され、取締
役会と連携して、当社のリスク管理及びコンプライアンスに関する審議の場として設置しております。

サステナビリティ委員会は代表取締役及び常勤取締役で構成し、持続可能な成長基盤の構築を目指すとともに、サステナビリティの方針や戦
略、施策について監督・モニタリング機能を果たし、取締役会で決議する目標の進捗管理や評価などを行うことを目的として設置しております。

ओ総会ג

؂ࠪ役会

؂ࠪ法人
コンプライアンス委員会

報酬諮問委員会

経営執行会議

指名委員会

サステナビリティ委員会

಺部監ࠪ室各部門・関܎会社

代表取締役社長

取締役会

࢜ޢ問หސ

基本的な考え方 コーポレート・ガバナンス体制
　当社は、監ࠪ役及び監ࠪ役会が取締役会か
らのಠ立性をҡ持しつつ、監ࠪ法人及び಺部
監ࠪ室と連携をਤることにより、取締役の職務
執行に対する監ࠪの実効性を֬保しております。

取締役会の、審議プロセスの透明性と客観性
を高めるために、委員の2名以上を社外取締役
とする報酬諮問委員会及び指名委員会を設置
しております。

　また、当社のリスク管理及びコンプライアン
スに関する審議の場として、コンプライアンス委
員会を設置しております。

OVS SVTtBJOBCJMJtZ ʗίʔϙϨʔτɾΨόφϯε

利を保護し、また、そのݖ主のג
行࢖を促進すること
すべてのג主のฏ等な取り扱いを
֬保すべきであること
会社の財務状گ、経営成੷、ג主
構成、ガバナンスを含めた会社に
関するすべての重要事項について、
適時かつ正֬な開示がなされるべ
きであること
会社の戦略的方向付け、経営ਞへ
の有効な監視、આ明੹೚が֬保さ
れるべきであること

⚫

⚫

⚫

⚫

Our Sustainability コーポレート・ガバナンス

　当社は、設立以དྷ今೔にࢸるまで、自らを
「経営目的を実現するために常に進化し続ける
企業体」と定ٛ付けた上で、೔本経済の発లの
কདྷを見ਾえる形でੵۃ的に事業をల開して
います。ސ客の財産保全をਤるためには、常に
公正・中立の࢟勢でސ客の立場に立った提案
を行うඞ要があるとの方針に基ͮき、コンプラ
イアンスを重視した経営及びこれを実践するた
めのコーポレート・ガバナンスの֬立が؊要で
あると考えております。当社取締役会及び監ࠪ
役会では、コーポレート・ガバナンスの࿮組み
は、主に࣍の役ׂを果たすべきであると認識し
ております。
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⁞

 

⁠

⁡

業務運営をする上でূ݊ࢢ場やސ客からの৴用をࣦう
可能性のあるリスクの認識、対応策案の作成
不動産特定共同事業に܎る業務についてのコンプライ
アンス上の問題の有ແの審議及び業務実施のঝ認
重大なコンプライアンスҧ反に関する再発防止策の審
議・報告
コンプライアンスҧ反がٙわしい項目についての行動
の可൱の検討アンケートの実ࢪ 取締役と؂ࠪ役のશ員͔Β

アンケート結Ռをճऩ
アンケート結Ռを΋とに

σィスΧッシϣン
σィスΧッシϣンの結Ռを

取締役会でใࠂ

役員۠෼

19� 9� �0 1� 11 2� 6

ใु౳の
総ֹ

（ඦສԁ） 本ใुج
業੷連動ใु

৆༩
ͦのଞ

の͏ͪهࠨ 、
ඇۚમ
ใु౳ৡ౉制ݶ෇ࣜגใु

対象となる
役員の員਺

（人）

ใु౳のछྨผの総 （ֹඦສԁ）

監ࠪ役
（社外監ࠪ役をআく）

取締役
（社外取締役をআく）

5 5 0 ʵ ʵ ʵ 1

社外役員 55 �3 11 ʵ ʵ ʵ 5

⚫役員ใु

アンケートのධՁ߲໨

取締役会の構成及び役員の体制に関して
取締役会の運営に関して
取締役会の議題に関して

取締役会による監督体制
主による監督体制ג

⚫
⚫
⚫

⚫
⚫

アンケート結Ռの概要

当社の取締役会は、各評価項目において重要な問題点の
指ఠはありませんでしたが、取締役会の運営に関していく
つかの指ఠがありました。今後改ળしさらに実効性の高い
取締役会の実現を目指してまいります。

⁞ 情報の࿙Ӯ
客とのコンサルティングを含Ή業務上のトラϒルސ  
⁠ ຽ事๫力・反社会的勢力との઀৮・トラϒル
⁡ 従業員による金મ࠮取等の൜ࡑ
⁢ その他当社の৴用に関わるة機事案等

⁞ 従業員による物ଛ・人ଛަ通事ނ
  セクシャルハラスメント等社಺トラϒル
⁠ 従業員及び従業員親族の不幸その他࿑働֐ࡂ
⁡ その他従業員による൜ࡑを構成する事案等

⁞ 天ࡂ等のඇ常֐ࡂ発生

⁞対֎ػة

 対಺ػة

ػة౳֐ࡂ⁠

役員報酬 リスク管理

取締役会実効性の評価

　当社は、取締役会において取締役の個人別
の報酬等の಺༰に܎る決定方針を決議してお
ります。
　当֘事業年度に܎る取締役の個人別の報酬
については、審議プロセスの透明性と客観性
を高めることを目的として取締役会の決議によ

　当社はة機管理規ఔに基ͮいて、Լهの対
外ة機、対಺ة機、֐ࡂ等ة機を定ٛし、ة機
発生時の対応を定めております。企業経営上

の重大なة機が発生したと൑断された場߹に
は、௚ちに「対策本部」を設置して、全社的に問
題解決にあたる体制をෑいております。

情報セキュリティマネジメント

　当社は、個人情報管理をはじめとする情報セ
キュリティ管理体制を継続的にҡ持・強化して
いくため、2009年5݄にࡍࠃ認ূ規格である情
報セキュリティϚネジメントシステム（*S.S）適
߹性評価制度（+*S 2 2�001�2006ʦ*SO�*EC 
2�001�2005ʧ）の認ূを取得しています。

　201�年6݄には、規格改定された+*S 2 
2�001�201�（*SO�*EC 2�001�2013）へҠ行す
るなど、基४に基ͮいた体制を整備するととも
に、機ີ情報に関する管理体制の一૚の強化
をਤっております。

コンプライアンスに関する取り組み
　当社は、法律を遵守する公正で誠実な経営
の実践を目的に、代表取締役社長、常勤取締
役、各執行役員事業本部長及び外部法律専門
家である弁護士で構成するコンプライアンス委
員会を設置し、取締役会と連携して、ӈهの業
務を行っております。

　当社では、取締役会の実効性向上のための
改ળに、常に౒めております。取締役会の実効
性については、取締役と監ࠪ役全員を対৅にし
て、ӈهのような評価項目によるアンケートを
ຖ年実施しております。その݁果をもとにディス
カッションを行い、取締役会で報告がなされま
す。アンケート݁果の֓要はӈهをごࢀরくͩ
さい。

って選定された取締役（3名以上、そのうち2名
以上は社外取締役）をもって構成される報酬諮
問委員会において決定しており、報酬等の಺༰
の決定方法及び決定された報酬等の಺༰が取
締役会で決議された決定方針にԊうものであ
ると൑断しております。
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富裕層の課題に向き合える人材を育成
青山財産ネットワークスは持続的な成長を目指して、
人材の採用・育成やパートナーとの関係づくり、DXやAI活用などに注力しています。
世界の投資家が日本への関心を高める中で、IR活動も積極化する方針です。

OVS SVTtBJOBCJMJtZ ʗࣾ֎औక໾ϝοηʔδ

ɹࠓࡢɺੈ քの౤ࢿՈ͕೔ຊに஫໨࢝͠Ί͍ͯ·͢ɻւ֎͔Β೔
ຊ΁の௚઀౤ߴ࢒ࢿ͸2000年୅ॳ಄にରGD1ൺ̍ ʙ̎ ˋఔ౓Ͱ
͕ͨ͠ɺ2020年୅に͸7ˋΛಥഁ ·͠͠ ͨɻ೔ຊࡁܦΛऔΓר ؀͘
͸ඞͣڥ ΋ָ͠؍Ͱ ·͖ͤΜ͕ɺ೔ຊג΁の関৺΋ߴ·ͬ ͓ͯΓɺ
਺े年にわͨるด࠹ϜʔυΛৼΓ෷ よ͏͏ ͳಈ͖΋࢝͑ݟΊ͍ͯ
·͢ɻ೔ຊۀاに͓͍ͯ΋ɺࡒ຿ࢦඪΛࣗ෼のݴ༿ͱ͠ ͍͜࢖ͯ
ͳ͠ɺੈ քの౤ࢿՈͱίϛϡχέʔγϣϯ͕Ͱ͖るܦӦऀ͕૿͑
·͠ ͨɻ౰ࣾに͓͍ͯ΋ɺੈ քの౤ࢿՈのօ༷の関৺の͞ߴにԠ
͑るͨΊɺ*3׆ಈにҰ૚஫ྗͯ͠ ͍͘ํ ਑Ͱ͢ɻ
ɹۙ年ɺגՁ΍ෆಈ࢈ͳͲの࢈ࢿՁ֨͸͔ͳΓ্ঢ ·͠͠ ͨɻւ
֎ͱൺֱͨ͠೔ຊのಛ௃の̍ ͭ͸ɺ෋༟૚のްΈͰ͢ɻֹ͕࢈ࢿ
਺ेԯԁҎ্のl௒z෋༟૚͸গ਺Ͱ͕͢ɺ෋༟૚ͱݺ΂るֹの
ࢿɻその͢·͠ࡏਓ͕ͨͪ਺ສɺ਺ेສਓ単位Ͱଘͭ࣋Λ࢈ࢿ
͠·͸๬্޲Ձ஋の࢈ ͍ͱ͸͍͑ɺ「ద੾ͳ૬ஊ૬ख͕ཉ͍͠」ͱ
るਓͨͪ΋গͳ͋͘Γ·ͤΜɻ෋༟૚Λ͓٬༷ͱ͢る౰͍ͯ͡ײ
ࣾにͱͬ ͯ͸ɺ͜ Ε·ͰҎ্に࣮ྗ͕໰わΕる࣌୅にͳͬͨͱ͍
͑るͰ ΐ͠͏ ɻ
ɹ౰ࣾ͸2027年のϏδϣϯͱ͠ ͯɺ「෋༟૚ϏδωεのୈҰਓऀ
ͱ͠ ͯೝΊΒΕるଘࡏにͳる͜ͱ」Λ͛ܝ·͠ ͨɻそのಓےΛ͔֬
ͳ΋のに͢るΧΪΛѲるの͕ɺਓࡐͰ͢ɻਓؒྗͱ৘೤Λͪ࣋ɺ
͓٬༷ͱの௕ظతͳ৴པ関܎Λங͚るίϯαϧλϯτの࠾༻ɾҭ

੒͸ɺޙࠓ΋ॏཁͳςʔϚͰ͢ɻಛにɺҙܾࢥఆΛࡍ͏ߦに͝෉
ਓに૬ஊ͞Εる͓٬༷͸গͳ͋͘ Γ·ͤΜɻそのҙຯͰ΋ɺঁ ੑί
ϯαϧλϯτのҭ੒に͸Ұ૚౒ྗ͢るඞཁ͕͋Γ·͢ɻՃ͑ͯ ɺ࣌
୅のχʔζにରԠ͢る৽αʔϏε૑出Λ୲͏ਓࡐに͍ͭͯɺҭ
੒ɾొ ༻ͳͲΛؚΊͨશํ位のਓࡐઓུΛਪਐͯ͠ ͍ ·͖͢ɻ
ɹਓࡐの׆༂Λޙԡ͢͠ ΂͘ɺॏཁ՝୊ͱೝࣝ͠ɺऔΓ૊ΈΛڧ
Խͯ͠ ͍るの͕D9΍A*Ͱ͢ɻࣗࢲ਎΋ੜ੒A*Λར༻ ·͕͢͠ɺਝ
଎͔ͭ͞త֬͞に͠͹͠͹ᄬΒ͞Ε·͢ɻ౰ࣾ΋ɺෳ਺λεΫΛࣗ
཯తに࣮͢ߦるA*ΤʔδΣϯτ͕ূݕஈ֊にೖΓɺ̍ ɺ̎ 年の͏ͪ
にɺίϯαϧλϯτ΍ίʔϙϨʔτ࣮຿΁のಋೖΛ໨ͯ͠ࢦ ͍·
͢ɻྫ ͑͹ɺA*ΤʔδΣϯτ͕ίϯαϧλϯτの「෦Լ」ͱ͠ ͯಇ͚
͹ɺۀ຿ޮ཰ੑのେ෯ͳظ্͕޲଴Ͱ͖·͢ɻD9ͱA*によΓۙ
͍কདྷɺۀ຿の͋Γํ͕༷มわΓ͢るͩΖ͏ ͱظ଴ͯ͠ ͍·͢ɻ
ɹ౰ࣾ͸ࢿຊޮ཰の্޲に͚޲ɺ3O*Cʢ౤Լࢿຊརӹ཰ʣΛ෦
໳ผにಋೖ͠ɺ֤ ෦໳に͓͍ͯࢿຊޮ཰Λҙࣝͨ͠ӡӦΛ࣮ࢪ
ͯ͠ ͍·͢ɻಛにւ֎౤ࢿՈのօ༷͕஫͞ࢹΕ͍ͯる఺͸ɺ౰ࣾ
のΩϟογϡϑϩʔの५୔͞にରͯ͠ ɺརӹ཰͕े෼Ͱ͋る͔ɺ·
ͯ͠༺׆ຊΛޮ཰తにࢿͨ ͍る͔ͱ͍͏఺ͩͱೝࣝͯ͠ ͍·͢ɻ
ઌにड़΂ͨਓࡐઓུɺD9ɾA*׆༻の੒ՌΛଌるܦӦࢦඪͱ͠ ͯ
3O*CΛ׆༻ͭ͠ ͭɺࢲ͸ࣾ֎औక໾ͱ͠ ͯɺ͞ Βͳる੒௕Λ໨ࢦ
ڧӦਞΛྗܦ͢ ԡ͠͠ޙ͘ ͯ·͍Γ·͢ɻHaruo Shimada

社外取締役

島田 晴雄
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競争優位性を保ち、成長を遂げる
2027年に「富裕層ビジネスの第一人者」として認められる存在になることを目指す中期経営計画のもと、
コンサルタントの確保・育成、女性活躍推進、バックオフィスの高度化を進めるとともに、
マーケティング活動とサステナビリティ委員会の機能強化に取り組んでいきます。

ɹ2025ʙ27年౓தܦظӦܭըͰ͸ɺ2027年に「෋༟૚Ϗδωε
のୈҰਓऀͱ͠ ͯೝΊΒΕるଘࡏにͳる͜ͱ」Λ͛ܝ·͠ ͨɻ෋༟
૚Ϗδωε͸ɺۙ 年ɺେखۚ༥ػ関͕΢ΣϧεϚωδϝϯτۀࣄ
のڧԽΛਐΊるͳͲɺڝ૪͘͠ݫ͕ڥ؀ ͳ͍ͬͯ ΋͘のͱ༧૝͞
Ε·͢ɻ͜ ͏͠ ૪༏位ੑΛอͪɺ੒௕Λ਱͛ڝԼͰ౰͕ࣾڥ؀ͨ
るͨΊのํࡦに͍ͭͯɺऔక໾ձに͓͍ͯ΋ൃ׆ͳٞ࿦͕ߦわ
Ε͍ͯ·͢ɻ
ɹࡏݱɺ౰͕ࣾ௚໘ͯ͠ ͍る࠷΋ਂࠁͳ՝୊͸ɺ༏लͰݧܦ๛
෋ͳίϯαϧλϯτ͕ෆ଍ͯ͠ ͍る͜ͱͰ͋Γɺਅ伨にड͚ࢭΊ
͍ͯ·͢ɻ2024年౓に͸ۀ੷のԼํमਖ਼Λൃද ·͠͠ ͕ͨɺその
の౒ྗの຤に਺஋໨ඪ͸ୡ੒͍ͨޙ ·͠͠ ͨɻ͠ ͔͠ͳ͕Βɺґ
વͱ͠ ͯίϯαϧλϯτのਓһ͸ॆ଍ͯ͠ ͍るͱ͸͍͑ͣɺਓࡐҭ
੒の໘に͓͍ͯ΋े෼ͳ੒ՌΛ্͛るに͸͍ͯͬࢸ·ͤΜɻ
ɹ࣋ଓత੒௕Λ࣮͢ݱるͨΊに͸ɺίϯαϧλϯτਓࡐの֫ಘ
΍ೳྗ։ൃにର͢るҰ૚の౤͕ࢿඞཁͱ͓ͯ͑ߟΓ·͢ɻ·ͨɺ
Ί͓ͯΓɺそのޮۃ຿΋ଟ๩Λۀ຿෦໳ΛؚΉόοΫΦϑΟεࣄ
཰Խߴɾ ౓Խのඞཁੑ΋૿ͯ͠ ͍·͢ɻ͞ Βͳるঁੑ׆༂のਪਐ
΋ಉ༷Ͱ͢ɻঁ ੑίϯαϧλϯτのੵۃతͳొ༻にՃ͑ɺίϯα
ϧλϯτҎ֎の৬छに͓͍ͯ΋ঁੑࣾһ͕ྗΛൃشͰ͖るڥ؀
Λ੔͑ͳ͚Ε͹ͳΓ·ͤΜɻ
ɹ͜͜·Ͱड़΂ͨ՝୊のղܾに͸ɺσδλϧτϥϯεϑΥʔϝʔ
γϣϯʢD9ʣのਪਐ͕ෆՄܽͰ͢ɻ͠ ͔͠ͳ͕Βɺ౰ࣾのD9͸ݱ
Ͱɺ͔ߦฒ࣌఺に͓͍ͯे෼ͱ͸͍͑ͣɺશࣾతにಉ࣌ ͭਝ଎

にରԠΛਐΊ͍ͯ͘ඞཁ͕͋るͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ͜ ͏͠ ͨঢ়گΛ
౿·͑ɺࢲ͸ࣾ֎औక໾ͱ͠ ͯɺD9ਪਐΛڧԽ͢るͨΊのମ੍
੔උ΍ɺܧଓతに࠷ઌ୺ςΫϊϩδʔͱ༥߹ͯ͠ ίϯαϧςΟϯά
εΩϧΛ্͠޲ଓ͚る࢓૊Έ࡞Γɺそのେ੾͞Λఏͯ͠ݴ ͍·͢ɻ
ɹࣾձに͓͚るೝ஌౓্޲΋େ͖ͳ՝୊Ͱ͢ɻ෋༟૚Ϗδωε
のઐ໳Ոूஂͱ͠ ͯɺ౰ࣾのଘײࡏΛ͍͔にߴΊる͔ɻै དྷ͸ɺ
ۚ༥ػ関ͳͲのύʔτφʔΛ௨ͨ͡٬ސ૚΁のΞϓϩʔνΛओ
࣠ͱ͠ ͖ͯ·͠ ͕ͨɺ͞ Βͳる੒௕のͨΊに͸ɺよΓଟ͘のํに౰
ࣾΛ஌͍ͬͯͨͩ͘͜ ͱ͕େ੾Ͱ͢ɻϚʔέςΟϯά׆ಈΛൃ׆
Խͤ͞るͱͱ΋にɺ*3΍13のऔΓ૊Έに΋ Β͞に஫ྗͯ͠ ͍ ·͖͢ɻ
ɹ·ͨɺαεςφϏϦςΟ׆ಈのҰ૚のੑ׆Խ͕ٻΊΒΕ͓ͯΓɺ
౰ࣾͰ͸ɺਓతࢿຊܦӦɺঁ にわͨذ༂ɺΨόφϯεͳͲɺଟ׆ੑ
るςʔϚに͓͍ͯɺそのத֩Λ୲͏αεςφϏϦςΟҕһձのػೳ
ԽΛਐΊ͍ͯڧ ·͖͢ɻਓతࢿຊܦӦの؍఺Ͱ͸ɺࣾ һのҙࣝ΍
৬৔ڥ؀のݱঢ়Λ೺Ѳ্ͨ͠Ͱద੾ͳվળࡦのཱҊɾ࣮ にͭߦ
ͳ͛ɺࣾ һҰਓͻͱΓ͕ಇ͖͕͍Λײ Β͡Εるڥ؀の੔උΛਪਐ
͠ɺそΕ͕ۀࣄ੒௕に݁ͼͭ ͯ͠ࢦ॥؀のཱ֬Λ໨͘޷ ͍·͢ɻ
ɹ͜͏ ͨ͠αεςφϏϦςΟ΁のऔΓ૊Έ͸ɺגओࢿຊओ͔ٛΒ
ϚϧνεςʔΫϗϧμʔओٛ΁のస׵Λࣔ͢΋のͰ͋Γɺऔక
໾ձͰのٞ࿦ΛͯܦɺݱதܦظӦܭըに΋໌֬に位ஔ෇͚ΒΕ
·͠ ͨɻͪͨࢲ͸ɺ࣋ଓతͳۀاՁ஋の্޲Λ࣮͢ݱるͨΊにɺ
5ͭのओཁεςʔΫϗϧμʔそΕͧΕにର͢るϏδϣϯΛ͛ܝɺ
όϥϯεのऔΕͨՁ஋૑଄Λ໨ͯ͠ࢦ ͍ ·͖͢ɻ

Keiji Watanabe

社外取締役

渡邊 啓司
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社員が健康で、誰もが働きやすい職場を目指す
女性も活躍し続ける職場づくりは大きなテーマであり、
当社はそのための制度や仕組みづくりを徐々に進めてきました。
男女を問わず、個々人が描くキャリアプランの実現を多方向から支援する環境整備が、一歩ずつ前進しています。

ɹ2024年3݄に౰ࣾࣾ֎औక໾にब೚͠ɺ1年༨Γ͕ܦա ·͠͠
ͨɻࢲ͸ҩྍ΍ϝσΟΞに関わるཱ৔͔Βɺ͋ る͍͸ঁੑͱ͍͏
ଐੑΛ౿·্͑ͨͰɺऔక໾ձに৽ͨͳࢹ఺Λఏ͢ىるよ͏ ౒
Ίͯ ·͖͠ ͨɻそΕΛࡦࢪにల։ͨ͠ྫࣄ΋͋Γ·͢ɻྫ ͑͹ɺࣾ
಺͚޲に։ͨ͠࠵lಇ͘ੈ୅ಛ༗の݈߁՝୊zΛςʔϚにͨ͠η
ϛφʔͰ͸ɺϔϧεϦςϥγʔ্޲ͱ݈ܦ߁Ӧのҙٛڞ༗にͭͳ
͕Γ·͠ ͨɻ͜ ΕにݶΒͣɺ৽͍͠ΞΠσΞΛड͚ೖΕるऔక໾ձ
のॊೈੑɺ͢ ͙に࣮ߦにҠ͢εϐʔυײにɺ౰ࣾの࣋ଓతͳਐ
ԽのՄೳੑΛ͍ͯ͡ײ·͢ɻ
ɹঁੑ׆༂͸͕ࢲ஫ྗ͍ͨ͠ͱ͍ͯ͑ߟるςʔϚの̍ ͭͰ͢ɻݱ
໾һ͸̍ߦɺ౰ࣾのঁੑࣥࡏ ਓɻऔక໾ձͰঁੑϝϯόʔ͸ࢲ
͚ͩͰ͢ɻঁ ੑ؅ཧ৬のҭ੒ɺ௕ظతͳ੒௕Λଟํ͔޲Βࢧԉ
͢るͮڥ؀ Γ͘͸େ͖ͳ՝୊ɻऔక໾ձͰ΋͠͹͠͹ٞ࿦にͳΓ
·͕͢ɺ؆単ͳղܾࡦ͸͋Γ·ͤΜɻҙࣝ΍ߦಈのมԽ΋ؚΊͯɺ
஍ಓͳऔΓ૊ΈΛܧଓ͢るඞཁ͕͋るͰ ΐ͠͏ ɻ
ɹঁੑίϯαϧλϯτ͕ଘײࡏΛよΓߴΊる͜ͱΛ͍ͯͬئ·͢
͕ɺঁ ੑࣾһのଟ͍ࣄ຿෦໳にࡦࢪ͚ͨ޲΋ॏཁͩͱ͑ߟ·͢ɻ
໨͢ࢦの͸ɺ͢ ΂ͯのࣾһً͕͚るよ͏ ͳ৬৔ͮ Γ͘Ͱ͢ɻਓࣄ
΍ܦཧͳͲのઐ໳ੑΛۃΊるɺϚωδϝϯτೳྗΛߴΊるɺίϯ
αϧςΟϯάνʔϜにҟಈͯ͠ εΩϧΛຏ ͳ͘Ͳɺ༷ ʑͳબ୒͕ࢶ
͋る͸ͣͰ͢ɻஉঁΛ໰わͣɺத௕ظతͳ൐૸ͰɺݸʑਓのΩϟ
ϦΞϓϥϯΛ࣮ͯ͠ݱ ͍ͨ͘ΊにɺҰ૚の޻෉Λ͢るඞཁ͕͋Γ
·͢ɻ

ɹࣾһͱのٞ࿦のதͰɺ༗ٳڅՋのऔΓํ͕࿩୊にͳͬͨ͜ͱ
͕͋Γ·͢ɻそΕΛ͖ͬ ͔͚にɺ̍ ೔単位ͩͬͨ༗ٳڅՋΛ̍ ؒ࣌
単位ͰऔಘͰ͖るよ͏ ੍౓ΛվΊ·͠ ͨɻಛにࢠҭͯੈ୅にͱͬ
ͯ͸ॏཁͳલਐͰ͢ɻޙࠓ͸౰ࣾͰ΋ɺϛυϧ૚のհޢ཭৬͕େ
͖ͳ՝୊にͳる͔΋͠Ε·ͤΜɻそ͏ ͨ͠ϦεΫにඋ͑る্Ͱ΋ɺ
の΋ͱに࿮૊ΈΛ੔͑͑ߟଘのϧʔϧにͱΒわΕͳ͍ॊೈͳط
͍ͯ ඞ͘ཁ͕͋るͱͯ͑ߟ ͍·͢ɻ
ɹ2025ʙ27年౓தܦظӦܭըのࡦఆにͯ͠ࡍ ͸ɺऔక໾ձͰ
਺ճにわͨͬͯٞ࿦Λ ·͠͠ ͨɻҹ৅తͩͬͨの͸ࡉ෦のදݱに
ର͢るͩ͜わΓͰ͢ɻܭըの಺༰͸΋ͪΖΜͰ͕͢ɺ౰ࣾのํ޲
ੑ΍Ձ஋؍Λਖ਼֬に఻͑るͨΊにɺ໨͢ࢦ΂͖࢟ͱҰக͢るݴ
༿બͼに΋ɺ͔ ͳΓのؒ࣌Λඅ΍ ·͠͠ ͨɻ
ɹதܦظӦܭըに͓͍ͯ͸ɺϚʔέςΟϯάઓུ΋ॏͯ͠ࢹ ͍·
͢ɻண࣮に੒௕ΛੵΈॏͶ͖ͯͨ౰͕ࣾ࣍のεςʔδにਐΉ্
ͰɺϚʔέςΟϯά΍ϒϥϯσΟϯά͸ۃΊͯॏཁͰ͢ɻεςʔΫ
ϗϧμʔͱのྑ޷ͳ関܎Λܧଓ͢るͨΊにɺ୭にର͠Ͳのよ͏ ͳ
ϝοηʔδΛૹるの͔ɻϚʔέςΟϯάνʔϜͱҰॹに஌ܙΛ出͠
߹͍͍ͨͱ͍ࢥ·͢ɻ
ɹαεςφϏϦςΟઓུ΋ɺதܦظӦܭըのபの̍ ͭɻSDGT͸ଟ
໘తͳ֓೦Ͱ͋Γɺਓによͬ ͯड͚ࢭΊํ͸༷ʑͰ͢ɻ౰͕ࣾそ
のςʔϚにऔΓ૊ΉҙٛΛಥ͖٧Ί্ͨͰɺ͓ ٬༷ͱ஍Ҭࣾձ
のൃలに͢ࢿる׆ಈΛܧଓ͢る͜ͱ͕ॏཁɻそΜͳٞ࿦Λ Β͞に
ਂΊ͍͖͍ͯͨͱͯ͑ߟ ͍·͢ɻ

Madoka Mori

社外取締役

森 まどか
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OVS SVTtBJOBCJMJtZ ʗࣾ֎औక໾ϝοηʔδ

仕組み化と可視化、チームワークで次のステージへ
当社は次の成長のステージの入口に差し掛かっています。
ステージを上るためには個々人の能力を底上げする仕組み、チームワークで
より高い価値提供を目指す姿勢が求められるでしょう。DXへの取り組みを後押ししつつ、
新たな経営スタイルの確立に向けて貢献したいと考えています。

ɹ2025年̏ ݄ɺࢲ͸౰ࣾのࣾ֎औక໾にब೚ ·͠͠ ͨɻ͜ Ε·Ͱ
ίϯαϧςΟϯάձࣾɺιϑτ΢ΣΞۀا೔ຊ๏ਓのܦӦにܞわ
ɺ౰ࣾの͔͠׆Λݧܦ͖ͨͯͬ Β͞ͳるൃలにͯ͠ݙߩ ͍͖͍ͨ
ͱͯ͑ߟ ͍·͢ɻ
ɹब೚લɺ౰ࣾΛ֎෦ίϯαϧλϯτの໨Ͱײͯݟ໏Λड͚ͨ
の͸ɺलҳͳϙδγϣχϯάͰ͢ɻ෋༟૚ͱ͍͏͍ڱର৅にϑΥ
ʔΧεͯ͠ χʔζΛਂ۷Γ͠ ɺ૯߹తͳίϯαϧςΟϯάΛఏ͢ڙ
るͱ͍͏ϏδωεϞσϧ͸࣮にϢχʔΫͳ΋のͰ͢ɻ·ͨɺ他ࣾ
͕໛฿ よ͠͏ ͱ͠ ͯ΋༰қͰ͸͋Γ·ͤΜɻ
ɹ͜Ε·Ͱの౰ࣾのൃల͸ɺ࿇ݟਖ਼७ࣾ௕のϦʔμʔγοϓに
ෛ͏ͱ͜Ζ͕େ͖͔ͬͨͱ͍ࢥ·͢ɻͨ ͩɺ࿈݁ैۀһ਺Ͱ360
ਓ௒ɺఏܞ๏ਓΛؚΉάϧʔϓશମͰ800ਓΛ௒͑るن໛に੒
௕ͨ͠ࡏݱɺܦӦελΠϧΛ࣍のεςʔδにҾ্͖͛るඞཁ͕͋
るͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻΩʔϫʔυ͸࢓૊ΈԽ΍ՄࢹԽɺνʔϜϫʔ
ΫͰ͢ɻ
ɹྫ͑͹ɺ஌Γ͍ͨ͜ͱ͕͋Ε͹ଈ࠲に஌ࣝΛऔΓ出ͤるγες
Ϝɺ͋ る͍͸͓٬༷΁のఏҊ಺༰ΛϒϥογϡΞοϓͯ͠ ͘Εる
γεςϜɻաڈɾࡏݱの஌ݟに༰қにΞΫηεͰ͖ɺ୭͕ԿΛͯ͠
͍るの͔ͱ͍͏ঢ়͑ݟ͕گるよ͏ ͳγεςϜͰ͢ɻ͜ ͏͠ ૊Έ࢓ͨ
ΛϕʔεにಘҙٕΛऀͭ࣋ಉ͠ྗڠ͕࢜߹͑͹ɺ͓ ٬༷によΓ
る͜ͱ͕Ͱ͢ڙՁ஋Λఏ͍ߴ る͖Ͱ ΐ͠͏ ɻ
ɹίϯαϧςΟϯάձࣾ͸ۀࣄのੑ্࣭ɺ「ݸਓ঎ళのू·Γ」に

΍͍͢ͱ͖͜܏ Ζ͕͋Γ·͢ɻそ͏ Ͱ͸ͳ͘ɺ౰ࣾ͸νʔϜϓϨʔ
Λຏ͖ɺݸਓͰ͸Ͱ͖ͳ͍よ͏ ͳՁ஋ఏڙΛ໨͢ࢦ΂͖ͩͱ͑ߟ
·͢ɻ
ɹそのಓのΓのઌにɺ౰ࣾのϏδϣϯ「෋༟૚ϏδωεのୈҰਓ
ऀͱ͠ ͯೝΊΒΕるよ͏ ͳଘࡏ」͕ ͋る͸ͣͰ͢ɻそのͨΊに͸ɺ
୭΋͕ތΓΛ͖͍͖͍ͯͬ࣋ͱಇ͚るɺ੒௕Λ࣮ײͰ͖るձࣾͰ
ͳ͚Ε͹ͳΓ·ͤΜɻԾに他ࣾにస る͜͡ͱ͕͋ͬͯ΋ɺ౰ࣾにର
ͯ͠ 「ࣗ෼Λҭͯͯ͘ Εͨ」ͱ͍͏֮ײΛ͍ͯͬ࣋る「ଔۀੜ」ͳΒɺ
Ҏޙ΋ྑ޷ͳ関܎Λҡ࣋͢る͜ͱ͕Ͱ る͖ɻ͜ ͏͠ ͯɺਓのྠ͕޿
͕͍ͬͯ ·͖͢ɻ
ɹ΋ͪΖΜɺ͓ ٬༷͔ΒཔΓに͞ΕるձࣾͰ͋Γଓ͚る͜ͱ͸େ
લఏͰ͕͢ɺ͓ ٬༷のཁ๬௨Γにಈ͚ͩ͘Ͱ͸ɺਅの৴པの֫
ಘ͸೉͍͠Ͱ ΐ͠͏ ɻͱ͖に͸ҟͳるࢹ఺͔Βɺࣗ ෼͕ਖ਼͍͠ͱ৴

る͜͡ͱΛఏҊ͢るඞཁ͕͋Γ·͢ɻそΕ͕͓٬༷の͖ͮؾにͭ
ͳ͕Ε͹ɺίϯαϧλϯτ΁の৴པײ͸よΓ͔֬ͳ΋のにͳるの
Ͱ ΐ͠͏ ɻ
ɹࢲにظ଴͞Ε͍ͯる͜ͱの̍ ͭ͸ɺD9のऔΓ૊Έ΁の関༩ͩͱ
ɻ౰͕ࣾຊ֨తにD9Λਪਐ͢るதɺͱͯ΋よ͍λΠϛϯ͢·͍ࢥ
άͰܦӦにࢀը͢る͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻࠓ೔に͓͍ͯɺσδλϧ
Λແͯ͠ࢹ ݱӦ૚͔Βܦఆ͢る͜ͱ͸Ͱ͖·ͤΜɻࡦӦઓུΛܦ
৔·ͰҰਓͻͱΓ͕σδλϧΛࣗ෼ࣄͱ͠ ͯͱΒ͑ɺࣗ Βมֵに
औΓ૊Ήͱ͍͏࢟੎͕ԿよΓ΋ॏཁͩͱͯ͑ߟ ͍·͢ɻ

Shiro Uchida

社外取締役

内田 士郎
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⚫サステナビリティ推進体制

社内での議論、承認
社会課題の抽出

グローバルな社会課題や
ESGのトレンドを分析し、
環境、社会、経済の課題を
広範に抽出

社内外からの
意見聴取、
重要性の評価
ESG投資家を中心とした
外部（ステークホルダー）の
重要度と自社へのインパクトの
観点から、社会課題を整理

マテリアリティの特定

当社グループにとっての重要性、
及びステークホルダーの皆様に
とっての重要性の2軸で、
重要課題を検討、特定

Step 1 Step 2 Step 3 Step 4 

取締役会

経営理念浸透・人材強化 働き甲斐のある会社創造 社会貢献 ガバナンス強化 マーケティング強化

ਓؒྗ඼࣭ ಇ͖ํ඼࣭ ࣾձݙߩ඼࣭ ϓϩςΫτ඼࣭ ϚʔέςΟϯά඼࣭

サステナビリティ委員会

サステナビリティ委員会からのメッセージ

マテリアリティの特定プロセス

ɹ౰ࣾάϧʔϓ͸૯߹࢈ࡒίϯαϧςΟϯάձ
ࣾͰ͋Γɺ͓ ٬༷のେ੾ͳ࢈ࡒ΍ۀࣄのӬଓ
తͳൃలの͝ࢧԉΛཱ͍ͤͯͨͩ͘͞৔ͱ͠ ͯɺ
のऔΓ૊Έݮෛՙ௿ڥมಈにରԠͨ͠؀ީؾ
΍͓٬༷の࢈ࡒに関わる͓೰ΈΛղܾ͢るͨ
Ίの঎඼ɺαʔϏεのఏڙΛ௨ͯ͡ɺܦӦ໨త
Ͱ͋る「࢈ࡒのঝܧɾӡ༻ɾ؅ཧΛ௨͓ͯ͡٬༷
のͤ޾にݙߩ」Λ࣮ݱͰ る͖よ͏ ਚྗ͍ͨ ·͢͠ɻ
ɹ「100年࢈ࡒίϯαϧςΟϯά」Λඪᒗ͢る౰
ࣾάϧʔϓ͸ɺίϯαϧςΟϯάのݯઘͰ͋る
ਓࡐҭ੒Λ౔୆ͱ͠ ͯɺ࣋ଓతに੒௕ͯ͠ ͍͘
ඞཁ͕͋Γ·͢ɻ2022年2݄にऔక໾ձͱ࿈ܞ
͢るମ੍Ͱ৽ઃͨ͠αεςφϏϦςΟҕһձΛ
ච಄にɺ࣋ଓՄೳͳࣾձの࣮ݱΛ໨͠ࢦશࣾ
Λͯ͛ڍᬏਐͯ͠ ·͍Γ·͢ɻαεςφϏϦςΟ
ҕһձ͸ɺऔక໾ձͰܾٞ͢る໨ඪのਐḿ؅

ཧ΍ධՁͳͲΛ໨తͱ͠ ͯɺαεςφϏϦςΟの
ํ਑΍ઓུɺࡦࢪに͍ͭͯ؂ಜɾϞχλϦϯά
ೳΛՌͨػ ·͢͠ɻϝϯόʔ͸୅දऔక໾ٴͼ
ৗ຿ࣥߦ໾һͰߏ੒͞Ε·͢ɻ
ɹαεςφϏϦςΟҕһձのࡿԼに͸ɺ5ͭの

ηάϝϯτ「ܦӦཧ೦ਁ ɾಁਓڧࡐԽ」「ಇ͖ߕ
൹の͋るձࣾ૑଄」「ࣾձݙߩ」「Ψόφϯεڧ
Խ」「ϚʔέςΟϯάڧԽ」Λઃஔ͠ɺ֤ ηάϝϯ
τに͸ෳ਺の෼Պձ͕ઃஔ͞Ε͍ͯ·͢ɻςʔ
Ϛに͍ͯͮجଟ༷ͳࢹ఺͔Βɺ۩ମతͳվળ

ɻ֤͢·͍ߦͱਪਐΛݴಈのఏ׆ ෼Պձのϝϯ
όʔ͸ࣄ຿ہ௕͕関࿈෦ॺの୲౰ऀ͔Βબఆ
͠ɺ֤ ෼Պձ͸ΰʔϧͱɺそΕに͚ͨ޲ϓϥϯ
Λઃఆ͠ɺٞ ࿦ͱূݕΛॏͶͳ͕Β׆ಈΛਪਐ
ͯ͠ ͍ ·͖͢ɻ

ɹ౰ࣾάϧʔϓ͸ɺ༏ઌ౓の͍ߴ՝୊ͱͯ͠
にۀࣄΛ͸͡Ίͱ͢る「ݮෛՙܰڥ෺の؀ݐ」
関わるϚςϦΞϦςΟͱɺ「ਓࡐೳྗ։ൃ」「ίʔ
ϙϨʔτɾΨόφϯε」ͳͲجۀࣄ൫に関わるϚ
ςϦΞϦςΟΛɺ2020年౓にಛఆ ·͠͠ ͨɻϚς
ϦΞϦςΟのಛఆに͋ͨͬͯ͸ɺӈهのਤのε
ςοϓΛ౿·͑ͯɺࣗ ࣾͱࣾձの྆໘ͰӨڹの
େ͖͍ࣾձ՝୊Λந出ͯ͠ ͓Γ·͢ɻ

OVS SVTtBJOBCJMJtZ ʗαεςφϏϦςΟܦӦ

Our Sustainability サステナビリティ経営
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当社グループにおける3つのマテリアリティ（重点領域）と取り組み

OVS SVTtBJOBCJMJtZ ʗαεςφϏϦςΟܦӦ

2024-2025の取り組み 現状の取り組み 今後の取り組み SDGsとの関連

気候変動への対応を事業継続に影響を及ぼす重要な
経営課題であると認識し、特に不動産に関連した事業
活動に伴い排出されるCO2が、気候変動に影響を与え
る主要なリスクととらえています。そのため、環境に配
慮した取り組みを資産価値の向上と社会的課題解決に
貢献できるものと位置付け、取り組んでいます。

「ADVANTAGE CLUB」のテナントと連携した節水や廃棄物削
減の推進
土地活用や建築サポートの現状分析、提案にESGの観点も取
り入れ、環境負荷の少ない資材、塗料、設備等の活用の推進
水環境の保全に配慮した建物や街作りの推進
廃棄物や温室効果ガス排出量の削減

⚫

⚫

⚫
⚫

「ADVANTAGE CLUB」の物件における再生エネルギー100%化の推進
「気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）」提言への賛同及び情
報開示

⚫
⚫

⚫
⚫
⚫
⚫

⚫
⚫
⚫
⚫
⚫
⚫

代表自らが行う蓮見塾（理念研修）や朝礼による理念の浸透
育児休暇取得の推進
65歳定年以降の継続勤務を可能とする嘱託社員制度の充実（制限撤廃）
ペット殺処分ゼロを目指す団体や、こども食堂に加え、ひとり親家庭をは
じめとする貧困世帯の子どもたちを支援する団体へ収益の一部を寄付
及び物資支援、社員自身が行うボランティア活動による支援
外部の教育機関を活用した管理職育成の強化
健康経営宣言と健康診断100％受診の実施
港区地域清掃ボランティア活動の実施
幹部人材の育成
多様な働き方をしている社員事例共有（理解促進）
時間単位有休の新設

当社グループは、社員自身が社会貢献活動を通じて人
間力の向上を目指す取り組みを強化するとともに、お
客様の多様な価値観を受け止め、財産の課題解決を行
うために不可欠なダイバーシティの推進について、女性
をはじめとする多様な人材が働きやすい環境を整備し
てまいります。

⚫

⚫

⚫
⚫

⚫
⚫
⚫
⚫
⚫

ペット殺処分ゼロを目指す団体や、こども食堂に加え、ひとり
親家庭をはじめとする貧困世帯の子どもたちを支援する団体
への継続的な寄付及び物資支援、ボランティア活動の拡充
女性の活躍推進（女性従業員比率を約30％から35％へ、女性
管理職比率を約19％から25％へ）
職場アンケート等による従業員の声を重視した職場風土改革
外部の教育機関、DX、CEC（コンサルティングエデュケーション
センター）連携による、コンサルタント育成のさらなる強化・推進
運動機会促進、食事指導等さらなる健康経営の促進
キャリア形成支援研修（女性、若手社員中心）の継続的実施
休職時や復職時の職場を支援する手当て等の新設
ハラスメント対策のさらなる強化・推進
障がい者雇用の推進

⚫

⚫
⚫

ホスピスやグループホーム等の介護施設や障がい者施設、クリニック等
の公共公益性の高い施設での不動産活用による社会福祉への貢献に加
え、商業施設の誘致等、不動産活用による地域社会の活性化に貢献
財団の設立支援によって社会に還元する仕組み作り
地域創生事業における公共団体、金融機関、企業等のパートナーとの連
携による街作りと地域雇用創出への貢献

地域社会は、お客様ご自身、ご家族、大切にしている会
社や従業員の方々等、すべての人の生活、社会・経済
活動、お客様が幸せな人生を送るための重要な基盤で
あると位置付けております。地域社会において、お客
様が幸せに暮らし、かつお客様の財産の価値向上につ
ながるよう、地域社会との関わりを推進してまいります。

⚫

⚫
⚫

指名委員会を設置し、取締役候補者の決定及び後継者計画（サクセッ
ションプラン）等を審議することにより当社グループの適切な経営体制を
構築
コンプライアンス委員会を設置し、公正かつ誠実な経営を実践
当社の取締役が受ける報酬等の基本方針に関する事項につき協議する、
報酬諮問委員会を運営

当社グループは、コーポレート・ガバナンスを、透明・公
正かつ迅速・果断な意思決定を行うための重要な仕組
みとして認識しております。指名委員会による取締役候
補者の決定、報酬諮問委員会での審議による役員報酬
の決定、取締役会実効性の評価等を実施しております。
また、代表取締役社長、常勤取締役、各執行役員事業
本部長及び外部法律専門家である弁護士で構成する
コンプライアンス委員会を設置し、法令・企業倫理遵守
を推進する体制を構築しております。

E
脱炭素社会、
循環型社会の実現

EOWJSoONeOt

S
多様な人材が
活躍できる
社会の実現

SocJBM

S
パートナーシップを
重視した事業活動

SocJBM

G
ガバナンスの
継続的な向上

GoWeSOBOce
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⚫1人当たり営業利益（連結）

  取り組み
ɾஉঁฏ౳の௞੍ۚ౓
ɾධՁ੍౓のຖ年のݟ௚͠
ɾࣾ һג࣋ձの঑ྭۚの֦େ
ɾ݈ ਍அड਍཰100�ʢ࿈݁ʣ߁
ɾ༗ٳऔಘ཰71 ʢ̀単ମʣ

  取り組み
ɾ୭΋͕ಇ͖΍͍͢ڥ؀の੔උ
ɾঁ һൺ཰32ˋʗۀैੑ

2027年຤໨ඪ35 ʢ̀࿈݁ʣ
ɾঁ ੑ؅ཧ৬ൺ཰18ˋʗ

2027年຤໨ඪ25 ʢ̀࿈݁ʣ
ɾஉੑのҭٳࣇՋऔಘのਪਐ

  取り組み
ɾ࿑ಇ࣌ ɾؒ࿑ࡂの؅ཧ
ɾ݈ の؅ཧ߁
ɾϋϥεϝϯτ૬ஊ૭ޱのઃஔ
ɾετϨενΣοΫの࣮ࢪ

  取り組み
ɾཧ೦ݚमʢ࿇ݟक़ʣ
ɾऩӹのҰ෦د෇
ɾϘϥϯςΟΞ׆ಈ

  取り組み
ɾϛεϚονのݮ࡟
ɾ༏लͳਓࡐの֫ಘ
ɾԠื਺の૿Ճ
ɾ࠾༻཰のվળ

  取り組み
ɾίϯαϧλϯτҭ੒
ɾװ෦ਓࡐҭ੒
ɾڭҭҭ੒のD9Խ
ɾ֊૚ผݚमの࣮ࢪ

青山財産ネットワークスグループの持続的な成長の実現

人的資本への投資

リスク管理

教育 採用

人間力向上

ダイバーシティ

従業員
1人当たり

営業利益の
向上

財・体・心の
充実・拡大

人材戦略の考え方と人的資本への投資
ɹ౰ࣾάϧʔϓに͓͍ͯɺίϯαϧςΟϯάの
ࢿӦܦΊͯॏཁͳۃ͸「ຊࢿਓత」ઘͰ͋るݯ
ຊͰ͢ɻࣾ һのೳྗͱਓؒྗΛߴ্ͤ͞޲඼
࣭ͳαʔϏεΛఏ͢ڙるͱͱ΋にɺࣾ һのଟ༷
ੑΛߴΊる͜ͱͰ͓٬༷の༷ʑͳՁ஋؍ɾ͝ ཁ
๬にԠ͑ɺ࢈ࡒίϯαϧςΟϯάの Β͞ͳるߴ
෇ՃՁ஋ԽΛଅͯ͠ ·͍Γ·͢ɻਓతࢿຊ΁の
౤ࢿ͸جۀࣄ൫΍その౔୆ͱͳるαεςφϏ
ϦςΟܦӦ΁の౤ࢿͰ͋Γɺ౰ࣾάϧʔϓ͕࣋
ଓతに੒௕ͯ͠ ͍ͨ͘ΊにෆՄܽͳ΋のͰ͢ɻ
ਓతࢿຊ΁の౤ࢿにର͢るϦλʔϯの૯߹త
ͳࢦඪͱ͠ ͯɺै རӹΛϞۀһ1ਓ౰ͨΓӦۀ
χλʔͯ͠ ͍͖·͢ɻਓతࢿຊに関͢る֤ࡦࢪ
のਐḿによΓɺै ޲རӹのۀһ1ਓ౰ͨΓӦۀ
্Λ໨ࢦ ·͢͠ɻ

OVS SVTtBJOBCJMJtZ ʗαεςφϏϦςΟܦӦ

2022年 2023年 2024年

9.07

10.96 10.72

2021年

7.17

2020年

5.28

ʢඦສԁʣ

0
1

8
9

10
11

6
7

4
5

2
3
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⚫CO2総排出量比率
 （2024年）

物理的リスク
移行リスク

対象となる
気候変動リスク 概要

物理的リスク
移行リスク

移行リスク
（法規制）

サステナ
ビリティ
委員会

リスク管理
体制

不動産
プロジェクト
諮問会議

コンプ
ライアンス
委員会

⚫CO2排出量の推移 [tCO2]

⚫TCFDに関するリスク管理体制

2020年

87

3,952

0.0846
0.0836

0.0775
1,456

2021年

101

4,265

1,480

2022年

101

4,121

1,666

Scope 1＆2
Scope 3 「ADVANTAGE CLUB」に関わる排出量 

CO2

排出量
[tCO2]

CO2

排出量原単位
[tCO2/㎡]

Scope 3 その他による排出量 
CO2 排出量原単位 [tCO2/㎡]

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

0.065

0.07

0.075

0.08

0.085

TCFDへの賛同

指標と目標

　当社グループは、「気候関連財務情報開示タ
スクフォース（TCFD）」提言への賛同を表明しま
した。当社グループは、土地やその他天然資源
などのエネルギーを利用した事業活動を行っ
ており、気候変動への対応は事業継続に大き
な影響を及ぼす重要な経営課題であると認識
しています。環境に配慮した取り組みを資産価
値の向上と社会的課題解決に貢献できるもの
と位置付け、お客様・テナント様のニーズに応
えることを目指します。

ガバナンス
　当社グループは、気候変動への対応に関す
る課題全体について、方針及び重要事項を取
締役会で審議し、決定しています。

リスク管理
　当社グループ全体に関わる中長期的な視点
での気候変動リスク・機会についてはサステナ
ビリティ委員会が統括し、取締役会と連携する
体制で監督・モニタリングを実施し、経営戦略
への反映を行っていきます。
　また、不動産ソリューションサービスで取り扱
う、都心部の高価な不動産においては、不動産
プロジェクト諮問会議、コンプライアンス委員会
を設置し、所定の条件を満たす案件に関して気
候変動リスク・機会を含めたリスク管理を個別
に実施しています。

取締役会で決議する目標の進捗管理や
評価などを目的として、持続可能な成長
基盤の構築を目指すとともに、サステナ
ビリティの方針や戦略、施策について監
督・モニタリング機能を有する。

当社または当社の組成する不動産投資
ファンドの保有する不動産の仕入れ適
格物件の選定ならびに販売用不動産の
売却方法及び条件を審議。その中で不
動産の資産性（利回り・運用・出口戦略
など）に関わる気候変動リスクについて
も審議する。

代表取締役、常務取締役、各執行役員
事業本部長及び外部法律専門家である
弁護士で構成。法律を遵守する公正で
誠実な経営の実践を目的に、経営上の
リスクの認識、対応策案の作成、再発防
止策の審議・報告等を実施する。

　当社グループのCO2総排出量は、事業規模
の拡大や社員数の増加などに伴い、増加傾向
にあります。しかしながら、省エネルギー設備
の導入や電力契約をカーボンフリープランへ
変更することにより、㎡当たりのCO2排出量

（CO2排出量原単位）を削減しています。
　2030年または2050年に向けたCO2排出量削
減目標につきましては、現在検討を進めていま
す。今後も継続的にTCFD開示に取り組み、排
出量抑制の施策を継続・拡大し、気候変動リス
クへの対応を行っていきます。

OVS SVTtBJOBCJMJtZ ʗαεςφϏϦςΟܦӦ

戦略
　不動産業界（不動産小口化商品）におけるバ
リューチェーン上のリスクと機会について、事
業特性や政治・経済・社会情勢などのビジネス
を取り巻く環境を考慮したリスクの分析と、各リ
スクが事業へ与えるインパクトについてシナリ
オ分析を行っています。

2020年
0

2,000

1,000

0.065

3,000

4,000

0.07

5,000

0.075

6,000

0.08

7,000CO2

排出量
 [tCO2]

CO2

排出量原単位
 [tCO2/㎡]

0.085

87

3,952

0.0846
0.0836

0.0775

0.0659

0.0719

1,456

2021年

101

4,265

1,480

2022年 2023年 2024年

101 106

4,121 4,294 4,299

1,666 2,090 2,078

総排出量
6,505tCO2

Scope 1&2：128tCO2

2%
ADVANTAGE CLUBに関わる

排出量：4,299tCO2

66%

Scope 3：6,377tCO2

98%128
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உੑ
81�7%

ঁੑ
18�3%

⚫管理৬比率（உঁผ）

資本比率ݾࣗ⚫
ʢ�ʣ
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2022年
12݄
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2021年
12݄
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12݄
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⚫E1Sʢ̍ ७རӹʣظ౰ͨΓ౰ג

2021年9݄1೔෇
にͯී௨ג1ࣜג
に͖ͭ2גのׂ߹
Ͱࣜג෼ׂΛߦ
ͬ ͯ ͓ Γ· ͢ ɻ
2020年Ҏલ͸෼
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2022年
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⚫コンサルλント਺の推移
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⚫営業利益ʗ営業利益率
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72�7%

⚫採用人਺（உঁผ） 2024年౓

உੑ
31໊

ঁੑ
22໊

53໊

⚫従業員਺（உঁผ）

உੑ
249໊

ঁੑ
119໊

368໊

Our Data

財務ハイライト

財務・非財務サマリー

OVS DBtB ʗࡒ຿ɾඇࡒ຿αϚϦʔ

非財務ハイライト
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˞ 2014年1݄1೔෇にͯී௨ג1ࣜגにͭ にͭג1ࣜג෼ׂɺ·ͨɺ2021年9݄1೔෇にͯී௨ࣜגのׂ߹Ͱג1͖00 Γ·͢ɻ͓ͯͬߦ෼ׂΛࣜגのׂ߹Ͱג2͖
2020年Ҏલ͸෼ׂΛྀۚͨ͠ߟ ɾֹׂ ߹にஔ͖ͯ͑׵ ͓Γ·͢ɻ

ച্ߴ

Ӧۀརӹ

ৗརӹܦ

਌ձࣾגओにؼଐ͢る౰ظ७རӹ

૯࢈ࢿ

७࢈ࢿ

Ӧ׆ۀಈによるΩϟογϡɾϑϩʔ

౤׆ࢿಈによるΩϟογϡɾϑϩʔ

ಈによるΩϟογϡɾϑϩʔ׆຿ࡒ

E1Sʢ̍ ७རӹʣظ౰ͨΓ౰ג

B1Sʢ̍ ʣ࢈ࢿ౰ͨΓ७ג

౰ͨΓ഑౰ۚג̍

3OAʢ૯ܦ࢈ࢿৗརӹ཰ʣ

3OEʢࣗࢿݾຊརӹ཰ʣ

3O*Cʢ౤Լࢿຊརӹ཰ʣ
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財務指標

OVS DBtB ʗࡒ຿ɾඇࡒ຿αϚϦʔ
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蓮見 正७

BN:. AS AGT � CLTS NON T3EAT: +ASDEC（常೚代理人 ࣜג会社ࡾඛUF+ۜ行）

AV* +A1AN O11O3TUN*T: T3UST 1LC（常೚代理人 ࣜג会社みͣ΄ۜ行決済営業部）

 会社೔本.�Aセンターࣜג

会社೔本カストディۜࣜג 行（年金৴託口） 

会社キャピタル・アセット・プランニングࣜג

.S*1 CL*ENT SECU3*T*ES（常೚代理人 モルガン・スタンレー.UFGূ݊ࣜג会社）

੨ࢁ財産ネットϫークス社員持ג会

会社チェスター財産コンサルタンπࣜג

会社チェスターϚネジメントࣜג

2
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166

1
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000

1
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�00

1
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�00
000

3��
59�

31�
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000

300
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10�60

6��5
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��1�

2�35

1�6�

1�62

1�31

1�25

1�25

大גओ（上Ґ10໊） 主名ג 所有ࣜג数（ג）比率（％）˞

代表取締役社長

取締役常務執行役員

取締役常務執行役員

取締役常務執行役員

取締役常務執行役員

取締役

社外取締役

社外取締役

社外取締役

社外取締役

社外監ࠪ役

監ࠪ役

社外監ࠪ役

蓮見 正७

দӜ 健

小઒ ོਉ

場 ਅଠ࿠ڮ

長ીզ部 利幸

長ࡔ ಓ広

ౡా ੖༤

౉ᬑ ࢘ܒ

৿ まどか

಺ా 士࿠

౻多 ༸幸

中௩ ٱ༤

࿡઒ ߒ明

役員
（2025年3݄຤）

商߸

本社

従業員数

גࡁߦൃ˞ ʢࣜࣗࣜגݾΛআ ʣ͘の૯਺にର͢るॴ༗ࣜג਺のׂ߹ʢˋʣ

ʲຊใࠂॻの಺༰に関͢る͓໰͍߹わͤઌʳ
ωοτϫʔΫε࢈ࡒࢁձࣾ੨ࣜג
ϚʔέςΟϯά෦
ి࿩ ɿ 03�6439�5824
U3L ɿ IttpT�//coSp.B[O.co.Kp/coOtBctVT/

2506210

連݁子会社

事業಺༰

資本金

設立

財産ネットϫークスࢁ会社੨ࣜג

˟10��0052

౦ژ都港区੺ࡔീஸ目�൪1�߸

੨ࢁタϫープレイス 3 ֊

電࿩ɿ03�6�39�5�00（代表）

1991年9݄1�೔

12ԯ5
963ສԁ

財産コンサルティング

事業ঝ継コンサルティング

不動産ソリューションコンサルティング

36�名（グループ連݁）

会社೔本資産総研ࣜג

૰߹エステートࢁ会社੨ࣜג

財産インϕストメンπࢁ会社੨ࣜג

財産ネットϫークス۝भࢁ会社੨ࣜג

フィナンシャルサービスࢁ会社੨ࣜג

ファϛリーオフィスサービスࢁ会社੨ࣜג

会社チェスターࣜג

会社チェスターライフパートナーࣜג

会社チェスターコンサルティングࣜג

会社アーバンクレストࣜג

他�社

会社概要

発行済ࣜג総数

主数ג

25
103
ג�59

9
�5�名

گの状ࣜג

Our Data コーポレートデータ  （2024年12月末時点）
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